
水産物製造試験

煮 干 鰯 防 j謁試験

大阪湾における機業生産の大半を点めるカタクチイワシiまその殆んどが抵平総として製造さ

れているが、その製造工設中往々悪天践をこ遊迭し高話多i誌のため変読腐敗を招き製品細格が著

しく議下するのでこの対策として訪露剤の劫完投こついて検討を加えた。

試験方法

1.原料

巾砦絹で持獲されたカタクチイワシ

平均体長 7. 5～8.5 cm 

2.方法

防騎剤として sodium dehydro aceta℃，及び soγbic acidを次の二法

；こより肪縞試騒吉行った。

{1｝猿熱波に防廃剤を混和する

31も食惚7k1 0乙中にヂ〈イドロ酢酸ナトヲウム又はソJレピγ般を月！？定の濃！究になる

よう混和してイワシ2001を煮熟する。

(2）煮熟した婦を防廓剤液r：：：.接請する

3争i船長水で煮熟したイワシを所定濃度の防時ftIJ路’こ 15分!HJ投出する。

以上二法とも約 1時間放冷又は＊切した後能混：習で30・C；こ採ち！高J&進行を視察した。
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結果

実験 1 7月 4日製造 保存温度 28℃土 1℃，湿i£ 9 3～？？鳴

方法 使用薬品と溢皮 2 4時間後 3 0時同後 4 2時間後 4 8時間後

腐1防~J 
S.A. 0. l争 一 一 土 ＋ 

0 • 0 5 一 土 土 ＋ 

液
0. 0 2 一 土 ＋ 寸γ

で S.D.A. 0. 1 一 土 土 ＋ 

煮熟
0. 0 5 一 ．」Aー． 土 ＋ 

0. 0 2 土 ＋ ＋ 寸十

腐防剤

S. A. 0. 1 一 土 土 ＋ 

0. 0 5 一 土 土 ＋ 

0. () 2 土 ＋ 寸十 寸十
液

S.D.A. 0. 1 一 土 土 ＋ 

設 0. 0 5 土 ＋ 寸← 寸十

I責 0. 0 2 土 ＋ 寸← 寸十

対 照 tロm 土 ＋ →十 寸十

〈註〉※ S.A. ソJレピン酸， S. D. A. デハイドロ酢酸ナトリウム

※腐敗状態の判定には外観、臭気、階、感等により数人で綜合判定した結果、

ーは正常、士、＋、十、特と順次腐敗程度の増加を示す。

実験 2 9月 19日製造 保存温度 ~2 5・C土2℃，湿度93～？？鴨

方法 使用薬品と泌皮 2 4時制後 3 0時間後 4 8時間後

防腐剤
S. A. 0 . 1勃 一 一 土

0 • 0 5 一 土 ＋ 

液
0 . 0 2 一 土 ＋ 

で S.D.ム． 0. 1 一 土 ＋ 

7熟貨 0. 0 5 一 土 ＋ 

0. 0 2 土 ＋ →ι 

防 S.A. 0. l 一 土 ＋ 

腐剤波
0 • 0 5 一 土 ＋ 

0. 0 2 土 ＋ →← 
S.D.A. O. I 一 土 守・

tこ
浸 0. 0 5 土 ＋ →十
前 o. n 2 土 ＋ →十

対 ~ 日E口J 土 ＋ 『「
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実験5 9月29日製造 保存温度 30℃土 2・C，湿庶 94～1000/o

方法 使用品屯と濃度 2 2時間後 3 0時間後 4 2時間後 4 8時間後 5 2時間後

防
S.A. 0 • 5 一 一 土

腐 0 . 2 5 一 一 土 ＋ 

弗液j 0 • 0 5 土 土 ＋ →← 
S.D.A. 0.5 一 一 土

で
0 • 2 5 一 一 土 ＋ J穴U式,. 

真弘 0 • 0 5 士 ＋ →十 →← 
実I 照 『f日l 土 ＋ →← 寸十

S. A. 0 • 5 一 一 一 一 土

腐防 0 • 2 5 一 一 土 ＋ 

斉1J
0 • 0 5 土 ＋ ー叫・ →← 

液 S.D.A. 0.5 一 一 一 土

tこ 0 • 2 5 一 土 ＋ ＋ 

設1責 0. 0 5 ＋ 寸十 4← 引十

対 照 ,fn ’ ＋ 寸十 →ト ＋← 

実験 4 1 0月16日製造 保存温度 25℃士 2℃，湿度 95～1DO 1, 

方 法 使用薬品と濃度 2 2時間後 3 0時間後 4 2時間後 4 8時間後 5 2時間後

一
‘S. A. 0 • 5 一 一 一 一 土

0. 4 一 一 土
防 0. 3 一 一 一 士
腐 0. 2 一 士 士
~j 

0 • 1 一 土 ＋ 
液 S.D.A.0.5 一 一 一 一 土
で

!) • 4 一 一 一 土
煮 0 . 3 一 土 土
?~ 

0 • 2 一 士 土 ＋ 
0 • 1 一 土 ＋ ＋ 

対 照 Uロロ 土 ＋ 寸十 寸←

S. A. 0 • 5 一 一 一 土

{'r • 4 一 一 一 土
防 0. 3 士 土
腐 0 • 2 一 土 ＋ 
'AlJ 0 • 1 士 」ー ＋ 
液 S.D.A.o.s 一 一 土

0 • 4 一 一 土 土
浸 0 • 3 一 士 ＋ ＋ 
lli 0 • 2 一 士 ＋ ＋ 

0 . 1 土 ＋ 寸十ー
対 限｛ rf 同 土 ＋ 寸← 寸←

ー＿＿.
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以上 4回の実験例から次のことがいえる。

( 1）薬剤の使用方法は煮熟液に混手flするが：：が渠邦j溶液に浸涜することより優れている。

(2）薬剤及びその磁皮と最少防腐可能時間との関係（・i.次表のとおりである。

防局 1,ij液で煮熟する場合

訪々 竺
時間 時同 時出 時間

2 0 3 0 4 2 4 8 

呼t ヲら 号。
s. A. 0. 0 2 0 • 1 0 • 3 0. 4 

S.D.A. 0. 0 S 0 • 2 5 0 • 4 0 • 5 

防腐剤j液に浸潰する場合

ゐ哩竺 2 0 時間 時前
4 2 

時前j 時間
3 0 4 8 

呼E
0・2争 0. 4 守も

司。
S. A. 0 • 0 5 0 • 5 

S. D. A. 0. 1 0. 4 0 • 5 

（担当 コ井洋一〉
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エピ黒変及び縫色防止試験

大阪湾の小型j氏びき網の主要漁獲物であるエピ類中持にアカエピ、 トラエピ、サルエピ等の

小エピの加工法としては従おふら煮干、 i床淋干、｛同煮寺があり又故近は塩水でポイ Jレ後冷凍し

たものも出ているが、いづれも浪変、認色与の損象があるためエピの鮮紅色を残すのに苦心が

払われているo そのため或るものには染料で着色することがあるがエピ本来の色調には遠く及

ばない。

エピの黒変は初めに関節と脚の基部に起り次第に全身に鉱がる 0・その原因は血液の酸化成い

はメラニ yの生成又は血液中の蝉棄が肝I戒と接触するためで光線は関与しない等の諸説がある

が、これの防止として煮干エピの場合は煮熟時間を適度にすれば良いと言われている。

又槌色はカロチノイド系色素の酸化分解によるのでリ γ トン、サステン等の抗段化剤を使用

することにより若干認色防止に有効なことが認められている。

以上のとおりエピの変色防止の研究は少なく適切な方途が望まれている仇 2 .. 3の鮮度保

持剤、抗酸化,llJを得たのでその効果を試験した。

試袋方 法

1.原料

アカエピ、 トラエピ、サルエピが毘合している小エピ〈体長5～7cm)

2.薬剤

シェルアノオノール C• P • ( 2 • 6 • Di加 rt-bltyl-4I回世zy-1phenol) 

ジエル石油KK 

リントン C

ホセン Z

フレツシヤ－B

(I，田町1ga1ユね＋ci七ricacid.) 

吉宮製薬 KK

( 5-Ni廿o-2-:fUryl ac巧rlicacid amide + Aocorbic 

acid + Citric ac泣〉

上野製薬 KK 

（仁11μ-icacid＋岱diurnbypochlorous acid ) 

S.P.イじ手工業KK

-143-



3.方 法

新鮮なエピを 3%食塩水で 1～5分煮熟し各薬剤の溶液に浸清、乾燥しその黒変槌色を

観点した。

結呆

実験 1 煮熟時同及び乾練法とエピの色調

乾燥法
煮熟 黒 変 認 色

時間 順位 状 況 順位 状 況

。分 頭部、体部黒変 5 鮮紅色

電気定温乾燥 2 頭 部黒 変 4 ,, 

60～68・c 2 3 県変せず 3 白色斑点現われる

4時間 3 4 fl 2 白色部増大

5 5 " 認色

。 頭部、体部黒変 5 

天日乾日i清煉
いづれも電気乾燥法に比

2 頭部黒変 4 
6月10 較して認色著しく、特に
気温 24.4・c 2 J 頭部長夜少し 3 

湿度 89 1も 日光直射面は諸色し、袈

風力 1与心9.:!
3 4 f.fA変せず 2 

面はや L紅色を残す。
5 5 " 

以上の結果から小エピの黒変は煮熟時制が2分以上の場合起らないが、混入していた大

型のエピが黒変するので充分煮熟することが必要と考えられる。然し；認色の点からすると

煮熟が過ぎると鮮紅色は落るし又日光により碍色する。従って黒変と槌色防・止の両方の点

から煮熟時/Hltま小エピであれ；ま 1～2分が良く、乾’ぬおま人工乾織が望ましし、。
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実験2 薬剤浸漬法によるエピの色調（その 1) 

（浸浸15債分潰間液） 
煮熟 旦 変 出 色

時！Hi順位 状 記 ！！五位 状 況

対 象 ！？？ 2 頭部、体部黒変 6 訟色白色化

2 黒変殆どなし
,, 

フレツシ寸アー o.t"' ’ 頭部、体部黒変 4 // 

o. 1 2 6 黒変殆どなし 2 fl 

0.2 3 大型のもの頭剖線変 7 ,, 

o. 2 7 黒変なし 5 // 

0.4 4 大型のもの頭部黒変 8 白色部紅色部半々

0.4 10 黒変なし 3 認色白色化

アイオノール0.1 9 来変殆どなし 12 比較的紅色

0 .1 2 10 黒変なし 10 η 

0.2 8.・ 黒変殆どなし 11 I/ 

0.2 2 10・ 黒変なし 9 I/ 

（註〉天日乾漁 1 2月 16日晴 気温6.8～ 12.8・C，湿度86勃風力 1.Sm/sec

実験5 薬剤浸ii＼主主によるエピの色調（その 2) 

t 浸漫15潰分間漬液］〉
煮熟 県z 変 も2 色

時IHl 順位状 況 順位 状 況

l分 頭部主体音「決変 7 紅色
対 象

2 4 黒変殆どなし 3 認 色

守3 ,, 8 紅色
アイオノ－，レO.l 

2 8 黒変なし 6 ,, 

2 頭部黒~ 4 認色
ホセン Z 0.0 l 

2 6 黒変なし ,, 

3 頭部黒変 5 ,, 
ホセンz0.02 

2 7 J註変なし ,, 

〈註〉天日乾燥 8月24日脂 気温25.5～29.3℃，湿度 90o/o 風力Sm/sec
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実験4 薬済漫漬時間によるエピの色調（煮熱時間 1分〉

設i責 黒 変 組 色
浸潰液

時間 順位 状 i日 /11員位 9、，~ 況

IS分 頭町九体部黒変 8 茶褐色
対 象

30 2 " 2 槌 色
ー．

IS 14 県変なし 14 紅 巴，
アイオノール0.1喧11

JO 13 " 9 茶帰色

IS 9 ,, 13 紅 色,, 0.2 
30 10 II 12 ,, 

15 12 ,, 3 誕 色
ホセγz(l02 

3.0 頭部黒変 ,, 

IS 5 ,, 4 ,, 
,, (l04 

30 7 II 6 ,, 

IS ,, 5 " ,, 0』6
30 8 黒変殆どなし 7 " 
IS 11 黒変なし 11 紅茶色

リントンC 0.1 
30 6 頭部黒変 10 ,, 

（註〉天日乾燥 8月20日晴気温29.0～31.2・C，湿度 99 1a 風力 1m/sac 

以上の実検を綜合するとフレツシヤ－B、ホセン Zは黒変、謎色防止効呆は少なく、リント

ンC 0. 1 ~も溶液浸漬の場合やや効果がみらh、シェルアイオノーノレ C.P. 0.1争溶液に 15 

分！凶漬けた場合が最も良い結呆であった。浸漬時tH）を 30分にしても特に効乗は顕著で託金、っ

fこB

〈担当 、，J洋井
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カタクチイワシの脂肪量

大阪湾のカタクチイワシは亙Wiに漁後が集中しており、その時期に魚体の脂肪量が多く油焼

して商品価値が低下する。よってこの目白街並の変化を充分把湿しておくことが加工上必要であ

るのて測定した。

論盃方法

1.時期

33年6月～ 10月

2.原料

巾着網のカタクチイワシ

3. 租脂肪量

約 50~ の生イワシ全部をミンチにかけ 5~秤量無水硫酸ナトリウムを混和、エーテル

で抽出する。

調査結果

脂肪量測定表及びその変化は次の表と図に示したとおり、 7月から増加し8月下旬に最高

となり 9月中には急減してその後は一定値を保つ傾向にあるo最高盆は最小量の約2.8倍で

ある。
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脂肪測定表

l測定年月日
租 Hft 肪

漁場 水 分 体 長
生 魚体 無水物

年 月 日
堺 1中 so. 1 o・ 私 3 .o O 1a I 5. 5 5 1ら 5 5～7 5 侃明33. 6.15 

6. 2 4 ,, 7 8 • 4 8 3 .8 5 I 7. 8 7 

7. 4 高石沖 7 7 • 0 & 4 • 5 3 I 9 • 7 6 3 5～5 5 

7 • I 6 ,, 7 4. 8 4 5. 6 1 2 2. 3 3 S'.5～7 5 

7 • 2 5 II 7 I. 6 l 8 • 1 I 2 8 • 5 7 

8 • 6 ,, 6 7. 5 7 I 1 4 1 3 5 • 1 8 6 S～8 0 

8 • 1 8 ,, 6 9. 2 5 I 2 • 7 4 4 1 • 4 3 7-0～8 5 

8 • 2 5 II 6 9. 9 3 1 3 .1 5 4 3 • 7 3 

9. 4 II 7 3. 6 3 8 .8 1 3 3 • 4 0 7 5～9 0 

,, 7 5. 1 8 4.6 4 1 8 • 7 0 7 0～9 0 

9 • 2 5 ,, 7 5 • 4 5 3 • 9 0 1 5 • 6 8 8か＂ IO 0 

l O • 4 ,, 7 5 • 5 3 ~. 7 5 1 5 • 3 1 8 5～9 5 

1 0 • 1 5 ,, 7 5 • 6 2 3 .6 7 1 5. 0 4、 8 5～IO 5 

1 0 • 2 9 ,, 7 5. 6 3 3 .8 2 1 5 • 2 6 

脂肪量の変化

40 

30 

20 
..－” 4・－

10 

制
与、、、、、、

、ーー 守ーーーーー・一一一ー－・

中下上中下上中下上中下上中下
、「／ 、｝ー・，，..－一一J 、一一～／ 一一J ＼ー←「.－－－ L～ー「，.－－J

6月 7月 8月 9月 I0月

ぐ担当 三井洋一〉
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査調洋海

羽
個
別観線定湾、阪大

点定測観

じ同と年前

法方測観

海洋観測法に準拠

。弘 <is/ 
。ぎ6 ／ペi

／ 

( 

観測定点図

グ
し
ど
パ
f

〉

3
x
m

〈

2
／バ／

／，

J

U

U

：
d

〉
任

＼

｛

侃

〉

xm

れ

X 
α38 

X 
OS12 

X 
OS4 

X 
0Sll 

X 
0810 

神

戸

表

観 測 点 緯 度 経 度

OS 1 34 ° 35』 12 I 135° 251 121 

OS 2 34 O 32 I 051 135° 22 I 50・
OS 3 34 ° 29 I OS I 135° 21' 20・
Os 4 34° 261 301 135° 19’15 I 

OS 5 34 O 24 I 00・135° 16’30・
Os 6 34 ° 21’58・135° 13』 241

Os 7 3主O 20 I 38' 135c 101 25・
OS 8 34 O 211 15 I 135 O 08 I 00・
OS 9 34 O 24 I 1 S・135° 111 oo I 

Os 10 34 O 2 7 I 14・135 ° 14 l 00・
OS 11 34° 301 10’ 135 ° 17 』 oo•

Os 12 34 O 33 I 05' 1J5° }9 I 55’ 
OS 13 34° 361 00・135° 231 oo・
OS 14 34° 37' 481 135° . 211 26・
OS 15 34 ° 401 461 135° 241 10・

点定調1観

果

表

結観測

果結

結

J

H

H

H

J

J

リ叶
J

R
H

司

H

ミ
t

f

t

鵠

｛？ト

線

世

定

メビ
塩見明義〉山本議史* 〈担当者

-149一

話：〈2 第



月 定 線 観

観 測 占 0 S l O 3 2 0 S 3 O S  4 O S 5 0 S 6 

月 日 1-9 1-9 1-9 1-9 J-9 J -9 

時 ノ＇－J、 I S-4 0 1 s-2 o I 1-o 5 I 1-3 0 12-(1"0' 1 2-3 0 

om 9.8 IO.I 9.4 I 1. 2 11. 6 11.S 

水 sm 9. 7 10. 0 10.3 11. 2 11. 4 11.3 

I Om 

温 2 om 

底 居 I 0. 6 IO. 7 11.1 11. 3 11.:4 11.3 

Om 16.30 16.40 16 .8 7 1 7. 53 17 .64 17. 64 

塩 sm 16.81 16.87 17.28 17.58 17.64 17.69 

I Om 
~·. 、

素
2 om 

量
底 層 17. 33 17. 33 17.SC I 7. 58 17 .64 17 .8 I 

Om 8.4 D. 5 8.5 8.4 8.4 8.4 

5 ,n 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 8.4 

P.H I Om 

2 Clm ． 
底 府 8.4 8.4 8.4 8.5 8.4 -aよ4 

波 決 。 。 。 。
海． ウ ネ リ 。 。 。 。

寸O 。
水 色 5 4 9 8 8 8-

況 透 明 度 2.0 2 .s 2.0 4.2 5.8 3. 5 

7.K 深 9 9 12 9 11 11 

天 民 z L司．， 巴 。 。 C 

天 ＝’1c手之 量 8 8 8 8 

；ー：，4－ ， 形 ci-sじ Cl← S℃ ci-s七 。i-st

風 I司 SW  SW  s w－～～ 』－－-sw SW  SW  

｛民 風 力 ．、‘ 

気 温 11. 3 11. 2 12 • 0 12.5 12.3 13.4 

プランクト Y⑤ 沈 搬 f;: 31. 6 37.3 38 • 4 .41. 8 3 2. 9 36 .4 

雑 夢rJ 一 一 一 一
プランクトン ~ 稚 魚 一 一 一

雑 仔 魚 一 一 一 一 一 一
③ 

カタクチシラス 一 一 一 一 一

カタ A 一 一 一 一
ク B 一 一 一 一 一
卵チ し’『 一 一 一 一
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測表

o s_ 7 0 S 8 OS 9 0810 Os 11 0Sl2 OS 1 3 OS14 OS 1 5 

1-9 1-9 1-9 1-9 1-8 1-8 1-8 1-8 
ー

12-S 0 1 3・-0 5 1 3-4 5 14-05 11-2 0 1 o-s 5 1 0-3 0 10-00 

11. 9 13.6 11.8 11. 1 10. 2 8.9 8. 5 10.0 

11. 9 13. 6 11.6 11. 0 11.1 10.4 9.7 10. 5 

13.7 11. 7 11. 4 
欠

11.4 

12. 8 13.9 12 .1 11.4 11. 6 11. 0 11.2 10.3 
・・司

17. 66 18. l 0 17.54 17. 34 17.13 15. 70 14.78 13. 81 

17.66 18.10 17.64 17. 39 17.54 17 .29 16.87 16.87 

18 .16 欠測 17. 64 17. 80 

17. 86 18. 21 17.70 17. 64 
む制

17. 70 17 .44 17.44 16.9 3 

8. 5 8.4 8 .4 8. 5 8.4 8.2 8.2 7.8 

8.4 8.4 8.4 8.5 8.4 8.4 8.4 8.2 

8.3 8.2 8.4 8.4 

8. 4 8.4 8.4 8.5 8.3 8. 4 8.3 8. 3 

。 。 り，、 。 。
。 。 。 C 0 。 。 。
7 6 6 5 10 10 補色 褐色

4.2 3.0 3.5 3.0 2.8 1.8 l• 8 1.2 

14 23 18 18 19 15 16 8 

。 C 。 C b b b b 

8 8 8 10 

ci-s℃ C i-s七 c i-ST Ci-st Cl C工 Cl C1 

S古 SW  一 NE NE NE 一。 。 。
1 4. 5 13.6 13.2 13.4 9. 8 8. 1 7. 7 7. 4 

1 7 .8 3.5 30.9 28.6 53.6 49. 6 36.5 1 1 . 4 

一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一 一 一‘ 司島

． 
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2 月

観 ill!J 占 OSI 0 S 2 O S 3 0 S 4 0 S 5 0 S 6 

月 日 2-1 0 2-1 n 2-1 0 2-10 2-1 0 2-1 fl 

時 分 I o-o 0 1 O一20 1 o-s 5 I 1-2 3 11-S 0 I 2ー15 

o m 7. 6 7.8 8.7 8.4 8.6 8.7 

水 5 m 9.0 8.9 8.9 8.8 8.8 8.8 

1 O m 

i昆 2 O m 

底 J国 8.9 9.0・ 9.0・ 8.8 8.8 8.9 

O m 15.33 I 5.4 9 16. 89 16.85 16.74 17. 0 4 
塩 5 m 17 .24 17. 2 4 17.24 1 7. 24 17. 24 17 .19 
水

I O m 
畳 2 O m 

底 JM 17.34 17.39 17.24 17 .24 17.24 17.24 

o m 8.0 8.0 8.2 8.2 8.2 8. 1 

5ηz 8.4 8 .2 8.4 8 .1 8.2 

P.H 1 o m 

2 o m 

底 間 8.1 8.2 8.2 8.3 8.2 8.2 

海 波 浪 。 。
ウ ネ リ 。 。 。 。 n 

水 色 8 8 7 7 6 

況 透 明 度 2.4 2.8 5.2 4. 2 5.3 6. 2 

* 深 9 11 12 8 8 11 

天 侯 b 。 b b C b C 。
天 正＝士宜E電可主三Z 量 。 (l 6 6 10 

コリーミミ 形 一 AC  一 A C  AC  AC  

風 向 一 NE  N N N N 

｛侯 夙 力 。
気 混 5. 7 5.9 6. 0 6.2 6. 7 7.2 

ブランクトン⑤ 沈 澱 担： 欠測 2.5 2. 3 3. 6 6. 7 4.8 

雑 ~fl 一 一 一 一 一

フランクトン 主主 稚 魚 一 一 一 一 一

雑 仔 魚 一 一 一 一 一

③ 
カタ グ チ シ ラ ス 一 一 一 一 一

カタ
A 一 一 一 一 一

ク B 一 一 一 一 一
卵チ C 一 ．一 一
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一・ー

0 S 7 O S 8 0 S 9 0810 OS 11 0812 0Sl3 OS 1 4 0815 

2-1 0 2-10 2-1 0 2-1 0 2-1 0 2-1 O 2-11 2-11 2-1 1 
一一一

1 2-4 O 1 3-0 0 1 3-3 5 1 4-0 5 l 4-4 O 1 5一15 1 0-4 0 1 0一15 9-5 0 

9. 6 10. 3 8.6 8.3 8.3 8.6 8.4 7.8 7.3 

9.8 10.6 8.8 8.3 8.4 8.8 8.6 8. 1 
・-

1 o. 7 8.9 8.7 9.0 

10.7 

1 o.s 10.8 9.8 8.9 8.9 9.0 8.9 8. 1 9.0 

17. 04 17.59 17. 06 17 .06 16.14 16. 09 16.75 15.28 9.61 

17.29 17. 74 17 .2 0 17. 20 16. 30 16.50 17. 16 16. so 

17. 79 17. 30 17. 30 17. 51 

17. 79 

17.29 17.84 17.81 17. 81 17. 51 17 .51 17.51 16 .ss 17 .4 0 

8.2 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2 8.2 8.2 7. 5 

8.2 8.2 S. 4 8. 4 8.2 8.3 8.2 8.2 

8.3 8.4 8.4 8. 1 

8.3 

8.3 8. 2 8.2 8.2 8.2 8.2 8 .1 8.2 8. 2 

2 。
。 。 。 。 。

6 6 5 (l 7 9 7 7 10 

4.3 s.8 s. 1 4.7 3.8 4 .2 6.0 4. 6 r.s 

11 27 15 18 14 11 14 6 。 。 。 。 C 。 b b b 

10 10 10 1 () 10 Ir』 2 ワ

A C Ac  A C Ac  Ac  Ac  AC  A C AC  

ム、：唱’ N N N NW  N W  E E E 

2 3 2 
一一

7. 1 7.1 7. 6 8. 2 8. 5 8.7 7.4 7.2 6.3 

1. 3 2. 0 4.0 2.4 2.3 3. 5 3. 3 6. 1 2.4 

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一
一 一 ー e， ／ ， 一 一 一，， 

一 一 一 5 一 一

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一
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3 月

観 潰リ 占 I OS  I I OS  2 I OS  3 j OS  4 IO  S 5 ¥ 0 S 6 

月 日 3-1 O 3-1 0 3-1 J-1 0 3-1 O 

時 11-1 0 11-5 l 2一！ 1 2-4 0 1 -I 0 

水
7. 8 8. 9 9.4 8.7 却.2

8.0 8. 0 8.4 8.3 9.2 

l Om 

2 Om 

温 3 om 

底 府－ 8.0 8.1 8.2 8.3 8. 4 9.2 

Om 欠測 16. 38 16. 72 17.20 17.01 17. 30 

塩 5杭 16. 57 16.33 16. 91 17 .15 17 .2 0 17.40 

素
1 om 

2 Om 
埜 3 Om 

底 層 欠凶 1 7. 3 S 17.49 17. JS 17.25 17. 7 4 

Om 欠剖l 8.4 欠測 8. 4 8.3 8.3 

5”t 8.3 3. 4 8.3 s. 3 8.3 8. 3 

P.H 
1 0ηz 

2 0 m 

3 Om 

底 層 欠測 8.4 8.4 8. 3 8.4 8.5 

波 浪 。 。 。 。 。 。
海 ｜ゥ 不 リ 。 。 。 。 。 。

水 色 11 11 8 7 6 

況 ！透 明 度 I. 6 2. 7 J.9 7. 5 7. 0 6.7 

水 深 10 10 11.0 9 10 10 

天 侠 b b C b C b b b 

天 註 。 3 2 2 

雲 形 一 C l C l C l. Cl. Cl. 

風 向 一 一 一 一
（民 I 風 力 。 。 。 。

気 混 9.6 10.0 11. 0 I I. 5 I 1. 2 l 1 • 8 

プランクト刈IDI沈 加 ft 26. 2 41. 3 49.6 13.7 4 9. 7 5 2 • 3 

I j経 g円’ 一 一 一 一 一 一
雑 稚 魚 l

プランクトン｜ 雑
仔 定＼ I 

③ lカタクチシラス l 一 ' 

事カタ
A ー』司’

B I 

一
C 一
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0 S 7 OS 8 OS 9 0 S l 0 OS l l OS 1 2 OS 1 3 OS 1 4 OSIち

J-1 0 3-1 0 J-1 0 3-1 O 3-1 0 3-1 1 3-1 I 3-11 3-1 l 

1 3-3 5 I 4-0 O I 4-35 15-3 5 16一10 I 1一台 O 1 o-s 0 I o-J 5 1 o-o 0 

10. 6 9.6 8.9 8.9 8.9 8.4 8. 3 8.2 8. 4 

10. 3 9.8 8.4 8.3 8.4 7.9 8. 0 8.3 

9.9 8.5 8.4 8.2 8 .1 

9. 7 

1 o. 2 

10.4 10.2 9.6 8.4 8.4 8.2 8. 1 8.0 ぬ.o

17.88 17.74 17 .25 17.20 17.06 16. 04 15. 36 14. 49 10. 56 

17. 88 17. 8 3 17 .25 17.25 17 .15 16.91 16. 72 16. 72 

17 .8 8 17 .30 17.30 17. 30 17. 45 

17. 74 

! 7. 9 3 

17 .8 8 18. 0 3 17.30 17. 25 17.49 17.49 17. 35 16. 77 17. 11 

8.3 8.4 8.4 8.4 8. 3 8.3 8.3 8.4 8.1 

8.4 8.4 8.3 8. 3 8.4 8.3 8.4 8. 4 

8.3 8.4 8.3 8.3 8.4 

8.4 

8.4 

8.4 8.4 8. 4 8.3 8.3 8.3 8.3 8.4 8. 4 。 。 。 。 。 0 。 。
。 。 。 。 。 。 。 。 。
6 7 7 6 9 9 褐色 褐色

7. 6 8. l 7. 4 8. 3 7.9 3.7 2.2 2. 6 1. 5 

10 35 16 ！？ 16 16 11 ls 6 

b b b b b r r 。 C 

2 。 。 10 10 10 I 0 

Cl. ci Cl. 一 一 St 8七 g℃ st 

一 NE NE 一 一 一 NE NE NE 。 。 。 。
11. 4 11. 0 11. 8 13.0 11. 6 8.9 8 • 8 9.5 8.8 

7.8 9.2 30.1 13.4 12. 2 1 2. 7 3 2 • 3 27. 7 34.9 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一
一 一

－－ 
一 一 一 一 一， 
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4 月

観 担リ 占 OSI O S 2 0 S 3 O S 4 OS 5 O S 6 

月 日 4-1 O 4-7 4-7 4-7 4-7 4-7 

時 分 11-45 IO一20 11-0 0 I I-4 0 I 2ー20 I 2-S 5 

om l 2.4 11. 3 11.8 I 2. 8 14 .5 14 .4 

万た Sm I 0.9 9.7 9. 6 IO .o 10.3 11. 8 

I Om  
ーー

1且 2 om 

底 層 IO.I IO. O 9.6 10.0 10.2 12.4 

om 12. 55 16. 82 17.06 I 6 77 IS.SI 17 .15 

塩 5m 15. 36 17. 69 17. 69 I 7. 74 17.69 17. 69 

索 I om. 

丑
2 0 m 

底 居 17. 74 18. 03 17.83 1 7. 74 17 ,f.l3 18. 03 

0 11』 8.3 8.5 8. 3 8.3 8.3 8.4 

5m 8. 3 8.4 8.4 8.3 8.3 8.4 

P.H 1 0 m 

2 Om 

底 層 8.3 8.3 8.4 8. 4 8. 3 8.4 

波 浪 。 。
海 ウ 不 リ 。 。 。 。 。

水 色 10 8 6 8 9 7 

況 透 明 度 2. 0 5.0 9.0 7.8 s. 1 6.5 

深 9 8 11 10 9 10 

天 ｛民 。 。 b C b b C b C 

天 主Z主J 母 9 9 4 2 3 3 

主－£豆手、－ 形 入c-s s Cl-AC Cl. ci-S ci-S 

風 向 N 一 一 一 一 一
候 i乳 力 。 。 。 。

気 L、bヨ． 15.6 17.4 16.7 1 7.2 17.2 l 5 • 6 

プランクト γ③ 沈 j捜 丑 7. 3 1 o. 3 6.0 5.3 47.6 2 6 • 9 

雑 gp 一 一 一
雑 稚 魚 一 一 一 一 一

ブラ γ クトン
主主 ff 魚 一 一 一 一 一

③ プJタクチシラス 一 一 一 一 一 一
カ A 一 一 一
タ
ク よコ 一 一 一 一 一

卵 C 一 一
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O S 7 0 S 8 0 S 9 OS l 0 OS 1 l OS12 0 S 1 3 OS l 4 0 S 1 5 

4-7 4-7 4-7 4-7 4-8 4-1 l 4-1 0 4-1 0 4-1 1 

1 3-2 5 l 3-5 0 1 4-4 0 1 5-3 0 10-1 0 l 0-1 5 1 2ー05 l 2-0 0 l 1-4 5 

14.1 13.4 13.4 13.4 12.0 10. 8 1 2. l 12. 2 11.0 

12.9 12. 1 1 o. 2 11.1 11.0 11.4 10.2 11. 0 10.l 

12.S- 10.2 10.6 10.9 10.7 

12.8 

13. 1 12.9 1 o. 7 10.5 11. 0 10. 7 1 0. 3 lO. 0 9 .8 

17.98 17.78 16. 77 16. 72 17.25 16.77 t 4.97 15.26 14 .8 3 

18.27 18 .08 17.69 17 .8 3 17.30 17.25 1 7. 54 16.96 17.35 

18.2 7 17 .8 3 1 7. 83 17.83 16. 77 

18. 3 7 

18.41 18.17 17.93 1 7. 78 欠調lj 16.67 17. 59 欠 測 17 .54 

8.4 8.5 8.6 8.4 8. 3 8. 5 8.5 8. 4 8.2 

8.6 8-4 s.s 8.5 8.4 8.5 8.4 8. 6 8.J 

8.4 8.5 8. 3 8.4 8. 5 

8.3 

8. 5 8.2 8.5 8.2 欠浪lj 8.4 8. 4 欠訊lj 8.2 

。 。 3 。 2 2 

。 。 。 。
9 8 8 10 10 10 茶褐色

8. 2 12. 1 6.8 6.0 s. 1 3.Q 2.0 2. 8 1. 2 

12 25 ！？ 19 20 16 11 13 3 

b b b b 1., C C C C 

2 2 2 2 。 l 0 9 9 10 

C よ C工 C工 cょ－s 一 s s s 。r、

一 一 N 一 一 N ム、、T 一。 。 。 3 。 。 ヲ 。
一

15 .6 20.9 18 .8 20.0 16.2 12.5 13. 8 l s. 1 12. 0 

3.8 5. 2 9.5 11. 6 7. 1 18.0 19-8 32. 5・ 2 3. 7 

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一
一 一 一

一 一 一 ．一 一

一 一 一 一 一

一 一
－－ 

一 一
一 一 一 一
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5 月
ー

観 制！ ’占‘、、 O S 1 0 S 2 O S  3 O S 4 O S 5 OS  6 

月 日 S-8 S-7 5-7 5-7 5-7 5-7 

時 分 9-5 0 I 0-0 5 1 0-4 0 ！！ーl5 11-s o l 2-2 0 

om I 5. 4 15.8 15. 6 16.S 1 7 .1 16. 7 

水 sm 1 3.6 15.4 14. 0 14.3 I S. 3 15.4 

l om 
温 2 om 

E主 層 1 3.4 13.7 13. 8 13.8 14 .3 is.a 

om 1 5. 83 16.2 5 16. 34 16. 40 1 6. 92 17 .2 6 
ム宅皿住＆ sm 1 7. 82 16.25 17. 60 17.75 17.60 17.79 

素 1 om 
量 2 Om 

底 層 1 7. 82 17. 70 17.74 17. 7 4 1 7. 74 17. 7 9 

・om 8.5 8.2 8.3 8.3 8.-3 8.3 

Sm 8.2 8. 3 8 .1 8.2 8.3 8.2 

P.H 1 om 
2 om 

底 層 8.2 8.0 8.0 8.2 8.2 8.2 

皆 浪 2 。 。
海 ウ ネ リ 。 。 。 。 。

7.K 色 務局色 10 9 9 8 

況 透 明 度 1. 5 2.0 1. 9 2.2 2.5 3.0 

7.K 深 12 12 12 12 11 10 

天 候 r しー 。 C C C 

天 什Z乙f〈 量 10 10 10 10 10 10 

守－；，：，；三主 形 s℃ s七 s℃ s七 s七 s七

！孔 向 旦 NW ，，‘． r w w 一
候 JtR 力 2 。

1民T、 、｛・民笠ヨ 15.9 21. 2 20. 7 18.1 21.4 23.2 

プランクトン③ 沈 澱 Hi 4.8 6.5 5.8 s. 5 4.4 1. 2 

雑 ！］目 ？ 4 一 一 一 一
雑 推 魚 一 一 一 一 一 一

プランクトン 雑 仔 魚 一 一 一 一 一 一
カタクチシラス 一 一 一 一 一 一

＠ 
カタ A 一 一 一 一 一
ク B 一 一 一 一 一
卵チ 。 一 一 一 一 一 一
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O S 7 0 S 8 OS  9 OS I 0 OS l 1 0812 OS l 3 0814 0815 

5-7 5-7 S-7 5-9 5-9 5-9 5-8 

12-4 5 l 3-5 0 I 4-3 0 15-1 0 11-0 O 10-30 1 0一1S 10-05 

1・6.8 18.2 rs. 2 17.2 15.9 15.5 14.7 14.8 

1・5.9 1"5.1 15.0 15. 0 15.0 14.9 14.4 14. 6 風

14.9 14. 7 14. 5 14.8 14.8 

15.4 

15.6 15. 2 14. 5 14. 5 14. 7 14.8 14.7 14.4 波

17.46 17.39 16.75 16. 70 17.58 17.44 15.87 16 .36 

17. 89 17.77 17.68 17.14 17.73 17.68 17 .43 16. 7 5 

18.02 17.73 17.77 17.83 17.53 高

18. 26 

l干.9・4 18’ 02 17. 7 7 17.87 17.92 17.53 17 .82 17. 73 

8.3 8~2 8.5 8.4 8.2 8.2 8.4 8.3 く

8.3 8.1 8.3 s.3 8.3 3.3 8.3 8. l 

8.2 8. 3 8.3 8.3 8.2 

8.2 欠

8.3 8.2 8・.・3 8.3 8. 1 8.2 8.3 8. l 。 2 3 。 。 。 。 。 。 担lj

9 9 6 8 茶褐色 欠温u

2.8 3~0 2.1 2.7 4.2 3.8 1. 8 欠測

30 - 18 19 19 ！？ 14 12 

戸、， C C C b b r r 

10 9 9 10 。 。 10 10 

8 七 s℃ st a七 一 一 日七 S℃ 

一 事 SW SW N N E NE 。 2 3 

21. 3 21.9 21. 2, 21.2 20.6 20.2 15.8 15. 6 

1. 8 3.8 6. 9 6. 7 3. 0 3. 2 2. 7 欠測

一 8 2 6 一 3 6 ,, 
一 一 一 一 一 一 ,, 

一 一 一 一 ,, 
一 一 一 一 II 

一 一 一 一 一 一 II 

一 一 一 ,, 
一 一． 一 一 一 ,, 
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6 月

観 記リ 点 0 S 1 0 S 2 O S 3 0 S 4 0 S 5 O S 6 

月 日 6-3 6-2 6-2 6-2 6-2 6-2 

時 分 10-3 0 1 0-1 5 1()-50 11-2 5 12-05 1 2-3 0 

a ,.,, 2 O. I 21. 4 19.8 却.4 20. 1 20.2 

水 5 m 17.7 17. 3 16.6 17. 0 16.9 17.6 

1 0 tr.. 

温 2 0ηz 

底 同 16. 6 18.0 16.4 16. 5 16. 6 16.8 

。ηl 16.57 14.83 17. 3 0 17. 59 17. 7 4 17. 74 
話芸 5 1il 17. 73 17 .15 17. 7 3 17 .88 17. 88 18.02 

素 1 om 

量
2 om 

底 周 17. 88 17.88 18. 02 }i. 32 17. 30 13 .02 

om 8.2 8.3 8.2 8.4 8.3 8.2 

sm 8.2 8.3 8.2 8.4 8. 3 8.2 

P.H 1 om 
2 O m 

底 層 8 .1 8 .2 7.9 8 .1 8.4 s.o 
波 浪 一

極 ウ ネ リ 。 。 一 。 。 。
水 色 8 9 6 6 5 

況 透 明 度 2.2 2.2 5.2 6.1 5.2 4.3 

7.K 深 9 12 11 12 12 10 

天 候 C C C C C C 

天 弓コ＝三主 量 10 10 10 10 10 10 

’Zヨ三Zξ 形 s℃ AS 一 AS AS  一
風 向 N N 一 N N N 

候 届L 力 。
気 温 25.4 25.0 26.8 26 .. 9 26. 2 2 5. 9 

プランクトン③ 沈 澱 五i: 位，IJPCノ伝 35. 99 9.99 14.19 9. 63 1 2. 78 

’ア~ihと g目 3 一 一 一 一
雑 稚 魚 一 一 一 一 一

プランクトン
雑 仔 魚 一 一 一 一 一 一
カタクチシラス 一 一 一 一 一

⑤ 
カタ

A 12 一 一 一
ク B 一 一 一 一 一 一
卵チ C 5 16 4 
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0 S 7 0 S 8 0 S 9 OS10 OS11 os12 OS13 OS 1 4 OS 1 5 

6-2 6-2 6-2 6-2 6-2 6-3 6-3 6-3 6-3 

13-00 13-30 1 4-1 0 1 4-5 0 15-30 13-00 1 0-5 5 1 2-1 5 11-4 0 

20.5 20. 6 2 o. 6 21. 5 21. 5 20. 6 20.1 19.9 21. 0 

17.9 16.9 1 7 .8 18.8 19.4 18. 8 18. 1 16.9 

16.8 16.7 17. 0 17. 1 16.6 

17. 6 

17.7 17.3 16. 7 16.9 16.9 17. 0 16. 6 16. 5 16. 4 

17. 7 4 17. 88 17 .59 17.01 16.57 16. 57 15. 84 15.12 15.12 

17. 30 17. 15 17 .15 17. 73 17.01 17. 59 16. 57 欠損IJ

18 .02 18 .02 18.02 欠損lj 17 .88 

18.02 

17.59 18.17 18. 02 18. 02 17.88 18. 02 1 7. 44 17. 8 8 17. 8 8 

8.2 8.3 8.3 8.4 8.4 8-5 8.2 8. 2 7.9 

8. 3 8.3 8.3 8.4 8.4 8.3 8.3 欠測

a. 1 8.2 8.3 8.2 8.2 

8. 3 

8.3 8.1 8.3 8.2 8. 3 8.2 8.2 s. 2 8.0 

一 一 一。 一 一 。 。 。
6 5 5 5 6 欠測 8 9 10 

4.5 5.3 6.0 欠 測 5. 2 2. 1 3.0 1. 6 1. 8 

11 35 16 20 20 17 12 14 6 

C C C C C C C C C 

10 10 10 10 10 10 to 10 to 

一 一 AS CJ. む七 S℃ s℃ 

w SW SW SW SW NW N w w 

3 

24.8 23.2 23.R 23. 5 22.S 24.2 2 s. 3 23.4 2 4. 2 

14.43 8.93 14. 4 7 25. 19 54. 77 54. 81 1 6 .22 14.50 2 3. OS 

7 一 一 一 4 37 

3 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 8 5 2 一 一

一 一 25 29 64 一 一

一 一 一 一 一 一

一 6 7 38 10 15 
‘ 
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7 月

観 urn 占 o s I 0 S 2 0 S 3 OS 4 OS 5 0 S 6 

月 日 7-9 7-8 7-8 7-8 7-8 7-8 

時 ノ円t I O-O O 1 0-1 n 1 0-4 0 1 1-2 S 1 i-s o 1 2-3 0 

Om  26.4 25~7 お.4 25 .o 2 4.8 24.9 

7.K 5 1il 22.4 21.8 22. 0 22.3 2t 5 22.8 

1 0 m 

温 2 0 nよ

底 通 2 0.6 20.4 20. 8 20.7 2 1. 3 22.3 

Om  11.50 15.30 16. 9 2 17 .2 5 1 7. 30 17. 60 

塩 5 m 17.05 17.75 17.62 17.55 1 7. 80 17. 9 S 

素 1 0 'r:Z 

最 2 o m 

底 j司 17.44 17 .9 0 18.03 18. OS 1 8.07 17.9 0 

Om. 8.9 8.7 8.4 8.4 8.4 8.4 

5 m 8.4 8.4 8.4 8. 3 8.2 8.0 
H.P 1 om  

2 O m 

底 層 3.0 8.2 8.2 8.2 8.2 8.1 

波 浪 。
海 ウ ネ リ 。 。 。 。 。 。

* 色 茶褐色 淡褐色 10 6 8 

況 透 明 度 o.4 I. 2 1. 5 3. 1 2. 1 3 .1 

水 深 9 13 12 14 12 11 

天 候 C be be be be be 

天 与＝広三す 量 10 7 6 s 6 

主d立4、 形 s℃ ci Cl. Cユー－cu Cエ－cu C工ー－cu

風 向 一 N N N N 
｛民

風 力 。
気 i、m空±， 27. 7 2 7. I 2 6. 7 26.3 26.4 26.4 

プランクトン③ 沈 澱 量 1 s. :f 5-'ni5 12.3 13. 0 11.6 12.8 14.9 

雑 1}目 一 一 一 一
雑 稚 魚 一 一 一 一 一 一

プランクト y
雑 仔 魚 一 一 一 一 一 一

一
カタクチシラス 一 一 一 一

⑤ カ A 一 一 一 一 一 一
タ
ク B 一 一 一 一 一
卵チ 。 一 2 9 6 一 一
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0 S 7 OS  8 O S  9 OS 1 0 0 S 11 OS 1 2 0 Sl 3 OS 1 4 0815 

7-3 7-3 7-8 7-8 7-8 1-s 7-9 7-9 7-9 

1 3一00 13-40 1 4-1 0 1 4-4 5 1 S-2 O 16-05 10-4 0 11-5 5 1 1ー20 

25.0 25.5 2 6 • .J 26.8 26. 8 25.6 26.4 2 6. 2 26.7 

22.8 22. 6 22.0 21. 8 22.4 22.8 23. 0 2 3.0 

22.4 21. 4 21. 2 

22.8 22.5 21.3 20.8 20.2 19 .8 20. 8 21. 7 22.4 

17. 41 17. 4 5 16.80 17. 2 5 16.25 15.65 10. 90 10.32 9. 25 

17. 78 17. 90 17 .36 17.35 17.34 15.10 15. 85 16. 32 

17.90 17. 21 17.21 

17.78 17. 90 17.55 17.50 17. 65 17. 51 17 .4 5 16.65 15. 50 

8.2 8. 4 8.5 8.5 8.5 8.4 8.9 7.9 8.5 

8.2 8.4 8.4 8.4 8.-4 8.3 8. 3 8.3 

8. 3 o. 2 8.2 

8.1 8 .4 8.2 8.2 8.1 8.0 8. 0 8.3 月.2 

。 。 。 。 。 。 。 。 。
7 8 6 7 7 一 茶禍色 格茶色 薄茶色

3 .1 3.2 4.1 !.9 2.9 1. 6 0.6 0.7 o. 6 

13 23 14 21 20 19 12 14 5 

be be be C 」’‘ C C C C 

7 8 9 9 9 10 10 10 

C工一cu Cl-CU Cl-CU c 1-cu Cl-CU c i-cu β 七 st Gt 

NW w w w w w w w w 

26.7 26.6 27.2 27. 7 28.0 26.8 2 6 • 2 26.2 27.2 

5.7 4.0 4.2 3.8 6.5 6.4 欠測 8 .4 4.6 

10 7 一 一 一 2 40 

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 3 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 9 31 20 一 7 一
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8 月

． 
飯 ~iJ 占 0 S l OS  2 O S 3 O S 4 OS  5 0 S 6 

月 日 8-7 8-7 8-6 8-6 B-6 8-6 

i時 分 1 o-o 5 14-05 10-45 I I-2 0 1 1-s 6 1 2-4 5 

。ηz 2 s.o 26.9 26.3 26.6 26.6 25. 8 

7k 5 m 2 3. 8 25.2 24.S 24.5 24.6 24.4 

1 0 /;l 

混 2 0 m 

底 同 2 3.6 2 3.6 2 3. 8 24.2 24.6 24.2 

o m  19.10 18.28 18. 65 18. l 0 18. 7 5 19. 2 5 

品1 5 m 19.65 19.80 18. 9 5 欠測 19. 10 18.75 

1 om  

主上 2 O m 

底 間 19. 65 19.80 18.90 19. 05 19. 2 5 19. 15 

。1i'/. 8.2 8.3 8.2 8. 2 8.2 8.2 

5 m 8.1 8.2 8.1 欠 国IJ 8.2 8. 1 
P.H 

1 o m 

2 Om  

底 7.9 8.0 7.9 8. 0 8. 1 7. 9 

波 浪 。 。
海 ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。

オて 色 白緑色 茶緑色 6 6 6 

況 透 明 度 2.2 1.1 6.5 6.8 4.3 s.o 

水 深 9 12 14 13 13. 5 IO 

天 候 C be b b b b 

天 主-.9ミ： 量 8 2 2 2 3 

コ空E色弓’ 形 s七－cu CU-Cl. ci-cu ci-cu cu-c]. Cl-CU 

風 向 N i'l 一 一 VI SW 

候 民 力 。 。
気 i宣 21.0 29 .9 31.4 32. (l 28.3 27.3 

プランクト刈3 沈 澱 f元 6. 79c勿” 3.39 19. 20 21. 62 34. 85 26.57 

雑 ~r1 一 2 一 一 一 一

ブランクトン
雑 手並 究1 一 一 4 一 5 

雑 仔 魚 一 一 一 一

＠ 
カタクチシラス 一 一 一 一 一

カタ ム 一 一 一 一 一
一B ! ク 一 一 一 一 一 一

卵チ 。 一 一 一

-164一



OS7 0 S 8 O S 9 OS l 0 OS l l OS l 2 0813 OS l 4 OS l 5 

8-6 8-6 8-6 8-6 8-6 s-s s-1 8-7 s-1 
13-1 5 13-50 I 4. 3 5 1 S-1 0 16-0 0 12-3 0 1 0-3 5 l I-0 0 11-3 5 

26.4 26.2 27.2 2 7. 9 27.8 3'l. 1 25.8 26.2 26.0 

25.4 25.5 25.4 2 5. 8 26.0 27.9 25.4 25 .6 24. 1 

25.3 25.2 25.3 

25.4 25.0 2 5. 4 26. 8 24.7 24. 0 24.2 23.6 23.9 

19. 35 19.40 19. 20 18. 9 0 18.55 19 .4 5 17.60 16 .4 5 17.10 

20.00 19. 9 0 19 .15 19. 50 19. 50 17. 9 O 19.80 19.34 19. 70 

20.25 19. 65 18. 70 

19. 75 20.20 19 .65 19.80 19.70 17.75 19. 80 20.20 19.54 

8.2 8.2 8.3 8.4 8.4 8. 4 8.2 8.2 7.9 

8.3 8.2 8.2 8.3 8.4 8. 4 8.3 8.3 8.0 

8.J 8. 3 8. 3 

8.3 8.3 8. 1 8.3 8.2 8.0 8 .1 8.0 7.9 

2 3 3 

。 。 。 。 。 。 。 。 。
6 6 6 5 8 10 白緑色 9 白緑色

4.3 5.Q 6. 3 6.Q 3.5 1.5 2. 0 1. 5 1. 5 

15 24 17 20 21 18 11 13 8 

be be be be be be C be C 

6 6 7 6 8 7 8 

CU-Cl. c 1.-cu C 1. C 1. ci-s七 cu-s℃ sむ－Ci C i-s七 C i-s七

SW SW NW NW N N J、，1・ N 

i 3 3 

27-8 28. 0 29.8 J o.4 32. 7 29.6 27.0 28.7 28.7 
』

32. 72 10.86 26. 35 22. 92 4.17 10.41 4.44 4. 07 3.05 

一 一 一 一 2 ？ 

5 10 2 一 一 3 2 

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 9 21 24 一 一 一

-165ー



？月

忍 測 占 O S 1 O S 2 O S 3 OS 4 OS 5 O S 6 

ー一
月 日 9-9 9ーォB 9-8 9-a 9-8 9-8 

時 分 9-5 O 9-5 5 10-30 11-0 5 11-4 0 1 2ー20 

0η2 2 8.8 2 6.9 26.8 2 6.8 26.8 27.0 

水 5 hi,. 2 8.1 .2 6.5 26.7 2 6. 7 26.6 26.2 

1 Om  

温 2 Om  

底 F昔 2 6. 2 2 6.1 26.3 2 5.6 25. 7 26.2 

Om  1 8. 9 0 18 .28 18. 15 17.90 18 .55 19. 05 
4そ!ii

5 n;. 1 9. 35 1 9 .80 18. 9 5 I 8. 00 18 ,8 0 18.45 

素 1 Om  

量
2 O m 

底 間 1 9. 45 1 9. 80 18. 95 18.85 19.05 18. 95 

。ηt 9.0 8.6 8. 5 8.4 8.4 8.4 

5 m 8.8 8.4 8.4 8.4 8.4 月.3 
P.H 

1 0 m 

2 0 m 

底 回 8.4 8.3 8. 3 8.1 8.0 8.3 
． 

波 浪 2 

、誕 ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。
水 色 蒋茶色 6 6 6 6 5 

況 透 明 皮 I. 0 3.4 6.0 5.9 6.6 s. 0 

水 深 11 12 14 13 Io 

天 候 be C C C C be 

天 正ヲt巳き耳 最 1 0 10 10 9 6 

弘＝幸〈 形 CU-Cl 6じ st  む℃ G℃－cu st-CU-Cl. 

屈し 向 w N SW N N N 

候 j乳 力

気 :~ 29.2 26. 5 2 6.6 28.0 ー29.S 29. 6 

プラングトン③ 沈 澱 f立 1.scsゐ手 9. 2 2 o. 3 13.6 34.8 34. 2 

結 ~円 一 一 一 一 一
雑 干富 魚 一 一 一 一 一 一

プラ γ クトン
雑 仔 'ff..l 一 一 一 一
カタクチシラス 一 一 一 一

③ 
カタ

A 一 一 一 一 一 一
ク B 一 一 一 一 一 一
Eチ~ 巴 一 2 一 一 一 一
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．一

0 S 7 O S  8 OS  9 OS 1 0 OS I 1 OS l 2 OS 1 3 OS I 4 OS 1 5 

9-8 9-8 9-8 9-8 9-8 9-9 9-9 9-9 9-9 

12-4 8 I J-2 5 1 4-1 0 1 4-5 0 1 S-3 0 1 2-2 0 1 0-1 5 1 1-4 0 11-0 s 

26.8 27.0 27. 4 27.7 27.9 28.7 2 8. 5 28.7 28 .6 

26. 6 26.5 ' 27.0 26. 8 2 6. 7 26. 5 2 6. 2 2 6. 6 

26.3 27.3 2 6.8 

26.6 26.2 27.2 25.9 26.9 25.7 2 6. 0 26.6 23.6 

19 .1 5 19.20 19.00 18.70 18. 2 0 19 .00 1 7. 70 16.60 17. 20 

19. S 0 19.60 18.85 18.90 19 .oo 18. 00 1 8. 80 18. 60 

19. so 18.80 19 .oo 

19. 5 5 19. 5 5 19.20 19.10 19.10 17. 90 1 9 .1 0 19.30 19.00 

8.4 8.3 8.3 8.4 8.4 8.5 8.5 8. 6 8 .1 

8.4 8.4 8.2 8.3 8.4 8. 4 8.3 a. 4 

8.4 8.3 8.2 

8.4 8.4 8.~ ・ 8.2 8. 4 8. 1 8.2 8. 4 8. 2 

2 。 2 

。 。 。 。 。 。 。 。 。
5 6 7 6 6 9 薄茶色 10 自緑色

．一
s.J 6.9 6.7 1.0 s. 0 3. 5 1. 5 2. 8 2.0 

11 21 20 20 19 16 to 13 7 
一ー

be b b b be be be be be 

2 7 6 3 4 

Cl-CU cu st-cu cu-s℃ cu-ci-a七 cu cn-c 1 CU－。1 cu-st 

N N N N w τ.v w SW w 

21.a 28.8 29.2 29.9 29.8 28.3 28.4 28.4 28.6 

15.6 0.9 12.4 9. 1 s. 7 7.6 9.7 8.7 6.4 

一 一 一 4 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 2 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 3 一 一
？ ’ ．． 25 3 2 
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1 D 月

観 担4 点 O S 1 OS2 0 S 3 0 S 4 0 S 5 OS 6 

月 日 1 0-8 1 0-7 1 0-7 1 0-1 1 0一7 1 0-7 

時 分 1 4-3 5 1 0ー 10 I 0-4 5 1 1-2 0 1 1-S 5 1 2一35 t. 

O m  24.0 21. 4 22. 0 n. 1 23.4 23. 2 

水 5ηz 24. 4 24 .2 23.9 23. 8 23.4 23.3 

1 om  

温 2 0 m 

底 ！骨 24.4 H.4 20.2 23.9 23.4 2 3.2 

0ηz 14.30 10.35 12. 12 14~16 14.57 14 .1 6 
一

塩 5 m 14.98 14 .16 15. 18 15. 18 15. 52 14.84 

素 1 O m 

量 2 o m  

底 層 14. 71 l S. 39 15. 2 5 14.57 14.84 14.57 

Om  8.0 8.7 8 .1 8.1 8. I 8.2 

5 m ・8,0 8.1 8. 1 a. 2 8. 2 8. 1 

P.H 1 o m 

2 Om  

底 層 8.0 8. 1 8.0 8.2 8.1 8.2 

波 浪 2 

海． ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。
水 色 9 9 8 6 5 5 

況 透 明 度 3. 1 4.3 4.6 7.3 8.5 4.5 

水 深 11 12 14 16 14 10 

天 候 be be be be be be 

天 ’主芳再子 量 4 4 4 3 3 3 

雲 形 ci-ru-st s七 。七ー-cu s七一－cu s七一－cu S 七ー－cu

風 向 N NE NE NE NE N 

｛長 風 力

jヌ~i 温 23. 8 21.S 20.0 21.6 23.5 22. 0 

プラ y クト：.，＇(K) 沈 澱 量 3. 9cc／勾 5.4 5.8 J.8 3.4 s. 6 

雑 #~ 一 一 一 一 一 一

プラ γ クトン
事住 稚 魚 一 一 3 一 一
雑 仔 魚 一 一 一 一 3 

＠ 
カタクチシラス 一 一 一 一 一

カタ
A 一 一 一 一 一 一
B 一 一 一 一 一 一

高 。 一 83 193 8 一 一
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OS7 0 S 8 O S 9 OS 1 0 OS l 1 OS 1 2 OS13 0Sl4 Os I 5 

10-7 1 0ー7 1 0ー7 1 0-7 10-7 10-8 1 0-8 1 0-8 1 0-8 

1 3一00 1 J-3 0 1 4-1 O 1 4-4 5 1 s-2 J 11-0 3 11-4 5 1 2-1 0 1 2-s o 

22. 8 23.1 23. 8 23.6 22.9 22.7 23. 4 2 2 .8 2 o. 7 

22.1 23.5 23.7 23.4 23.0 24.0 23.9 2 3.4 

23.6 23.7 

23.6 2 3.6 23.9 2 3. 9 2 3. 8 23. 6 2 3. 9 2 3. 8 24. 4 

14.JO 14.02 14. 98 14.98 13.48 14.71 14. 30 l J. 7 5 1. 63 

14.84 14. 71 15.39 14. 43 14 .43 14.57 15.52 I 4. 7 1 

1 s. 18 14.71 

1 s. 18 14.84 15.39 15.39 14. 98 14. 57 15.18 1 5 .18 15. 66 

8.1 8.1 8.1 e.1 8.7 8.4 8.3 8. 4 8.0 

8.1 S .1 8.2 8.2 8.3 8.4 8.2 8.3 

8 .1 8. 1 

8.1 8. I 8.2 8. 1 8.3 8.2 8. 2 8. 2 8. 0 

2 。 2 3 

。 。 。 。 。 。 。 。
5 4 5 6 6 7 7 白緑色

6. 3 7. 5 13. 5 6.6 J. 6 s. 5 3.9 s. 5 1. 5 

lJ 21 17 20 19 12 10 12 5 

be be be be be be be be be 

3 3 3 3 4 4 4 4 4 

s七一－cu e七一－cu B℃-cu s七一cu S七一－cu s七一cu s℃－cu Bじ-cu Cl-CU 

N N 一 N N N N N N 

。 2 2 

22.4 21.4 2 3. 2 22.7 22.7 18 .6 20. 1 17.0 22. 4 

6. 2 0.3 2. 4 3.0 8.1 6-8 8.0 10.8 2.5 

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 7 33 一 27 一
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1 1 月

観
一
月
一
時

むUJ 点 l.o s I I o s 2 I o s 3 I o s 4 I o s s I o s 6 

日，に川io口I 'o27可11長；／ ¥ 1引＇i
’水

湿

Om  

底 庖

nHv

－《H
U

ぺ，h

－勾，
e

－anHa

・
・
・

h

・

nHu

－rhu
－勾
t

－－z
＆－，
E
A

町’E
A

－P
、u
－

a
q
－
h
ヲ
－

－
－
－
－
 

n
，，一
rhu

－

－1
・・・
1＆

塩

素

丑

官民

P.H  

o m. 

? m 

I O m. 

2 0 1;i 

戸、d

－AH
u

nku

－rhv
－戸、
J

j
 

守

a
7
b

－r
0

・EE
a
E

・E・－－－
E
E

・

－nu
－E
J
 

〆
h
u

－q
，M

－内，
u

－
－
－
－
－
 

n
x
u
F

，hリ
－

n

，a

．，E
・

E

・EE
・

E

・－e
・

nHv

－
 

p
b

－q
b

－T
A
 

－
E

・E

・

r
o

－no
－n
o
 

－
－
－
－
－
－
 

AHu

－
－
 

’E

昼－今‘
d

－内ノ剖

－
－
－
－
・

マ’－
au
－－uu

－－z
＆－ 

山~－

I母

民
一
波

周
一
浪

8. l 

ウネリ I o I o 
水 色I7 I 6 

透明度I 4.6 I s .o 
水 深I8 j I I 

天俣I C I b C 

妥丑IIO I 4 

雲形j st jci-cu 

民向 1 w.・; I I! 

風 力I ! I I 

三一一混 1 9. 4 I 1 o .6 
2ニクトン⑤｜沈 没 註I1.s ・ 1,;C~rz1 2 2 • 7 

；；主 rm I - I -
I（免税魚｜一｜ー

ブラシケトンI:r1 仔 魚｜ － ！ － 
カタクチシラス｜ - I i 

R I ·~ i-. A I --l 2 
ク
チ

！卵

況h

天

｛民

8 .1 日
一
1

－o
－6
一
日
一
川

υ

b

一2

’z－

n
u
，－ 

8
一
o
－O
一8

－3
一口一
b

一2

，‘
 
．．
 

－AU
，
 

L
一1

－o
－7
一
ト
一
日
一
百
一

2
CJ. -c UI Ci -c U I CU 

N

一i
”’3 1 •• " 

2 7 .2 

川
一

o
一川一

U

同
一
！
一

μ
一U

1

－o
－7
一
日
一
日
一
b

一2

cu 

則
一

1
一
川
一
川

ーで！
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OS 7 O S 8 0 S 9 OS10 Os 1 1 山口司
1 1-2 1 1 1-2 1 11-2 1 11-21 11-2 1 1 1 --2 0 1 1 -2 0 I 
12-S O 1 3-2 5 1 4-o o 1 4-4 0 1 S-1 5 

1 7 .3 17.4 18.0 17.6 17.1 

i 6 .9 1 7 ,2 17.8 i7.8 17.0 17 ,3 17 .4 

17.4 17.4 17.6 

1 7 .1 i 9 .6 18 .6 !8 .2 18.0 18.4 17.4 
一1 7. 40 16. 35 j 16. 65 17 .10 17.10 15.00 14.25 

1 6. 35 16.50 ・16 .65 16.95 16.20 17.10 17.55; 

17.25 16. 65 16.65 

1 6. so 17 .85 17.55 17.40 16 .95 17. 40 16 -65 
-

8.2 8 .1 8.3 8.2 8 .1 8.0 8.0 8.3 8 .o 

8.2 a.2 8.2 8.3 8.3 8.0 8 .3 8.2 

8.2 8.2 8.3 

8.3 8.2 8 .1 8 .2 8.2 8.2 8.2 3.2 8 .2 

。
。 。 。 。 。 。 。 。 。
8 8 7 7 6 6 7 8 

5.0 6.0 s.s 6.0 6.0 4.0 3.8 Cl 3.5 

12 20 17 19 13 16 11 12 9 
一一

b b b b b C C f、，、 C 
・． ー一一一一

2 2 2 2 10 10 10 10 

cu CU. cu cu cu S℃ h円， ,. ・J ε七 st 

NW NW NW NW w N NV! N N 

j、. 

1 2. 4 12.8 19 .o 15.0 15.9 1 5 .2 !O .1 9 .9 10.2 
一 一戸

2 0. 3 21. 9 15 .1 1 S .1 16.2 40.5 2q.2 2 3 .4 35.0 

一 一 一 一

一 一 一 一
一 一 一 一 一
一 一 一ー 一
一 一 一 一 一 3 －ー

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 2 
ー一一』一一一ー・Fー~

-1 71一



1 2 月

観 出リ 市 O S 1 O S 2 0 S 3 O S 4 0 S 5 OS  6 

月 日 I 2-2 1 2-3 12-3 12-3 12-3 1 2-3 

i時 分 1 s-2 s 10-03 10-3 7 11-10 11-4 3 1 2-3 S 

Om  14.1 15. 7 16.3 16.6 16.S 16. 3 

水 5 m. 1 s. 9 15.7 16.3 16.4 16.2 15 8 

1 om. 

温 2 0 m 

底 回 16. 0 15.9 16.4 16. 6 16 .1 15 S 

om  16.68 17.28 16.98 17 .2 8 17.57 17 12 

塩 5 m 16. 98 17. 4 3 17. 57 17.57 17. 43 17 72 

素 1 0 m 
ーー，

査を 2 o m 

底 ！詩 17 .12 17. 28 18 .1 7 I 7 .8 7 17. 72 17 87 

Om  8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8 2 

5 1'Jl 8. 2 8.2 8.2 8.2 8.2 8 2 

P.H 1 om  

2 0 m. 

底 層 8. 0 8.0 8.2 8.2 8.2 8.2 

波 決 。 。
海 ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。

水 色 8 5 6 6 6 6 

況 透 明 度 1.8 5.0 3.2 3.3 4.1 4.6 

水 深 10 11 11 13 13 11 

天 候 C DC be be be be 

天 堅＝三 量 10 7 6 s 

主回コ寺ー 形 s七 s七 G七一「：！ u S℃-cu-ci Cl-CU s℃-ci-cu 

風 向 N NE NE N N N 

（民 風． 力 。 。 。
気 t11t 10.7 11.S 12. 1 12.s 13.6 13. 4 

プランクトン③ 沈 澱 長． 12.子九d 3.6 3.7 6. 1 6-9 4.5 

雑 ~目 一 一 一 一 一 一
雑 相t 魚 一 一 一 一 一 一

ブランクトン 経 仔 魚 一 一 一 一 一 一
カタクチシラス 一 一 一

③ カ A 一 一 一 一 一 一
タ

iク~ 
B 一 一 一 一 一。 一 一 一 一 ー
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0 S 7 0 S 8 0 S 9 0 S 1 0 OS 1 1 OS12 0813 OS 1 4 0 SI 5 

12-3 1 2-3 1 2-3 1 2-3 1 2-3 1 2-2 12-2 1 2-2 1 2-2 

1 3-0 3 13-30 14-09 1 ,i-4 5 1 S-2 0 1 2-4 0 1 3-2 5 I 3-5 5 14-30 

15. 6 16.3 17.2 17.2 16.4 15. 1 14. 0 14.2 13. 0 

16. 1 16. 8 17.0 16. 8 16. 4 15. 3 14. 6 1 5. 1 

17. 6 17.4 17.3 16.7 

16. 9 17.9 18.0 17.0 17.4 16.6 16.6 16.6 15. 3 

17.12 17.57 16.83 17. 72 17.28 16. 54 15.20 14. 9 0 1 o. 55 

17-?7 17.72 17.57 17.28 17. 72 17 .28 15. 79 16. 8 3 

18.61 18.02 18. 02 17. 87 

18.02 18.76 18 .46 18. 17 17.87 17.87 17.28 16. 98 17.57 

8.3 s. 3 8-3 8.3 8.2 8.0 8.0 [l. 2 8.0 

8.3 8.2 8.3 8.3 8.3 8. 0 8.2 8.2 

8.3 8-2 8.3 8. 3 

8.3 8.2 8-3 B.3 8. 3 8. 2 8.2 8. 2 8.0 

。 。
。 。 。 。 。 。
6 6 6 6 6 7 6 7 6 

5. 6 6.5 6.5 5.2 5.4 3.6 3.4 3.1 2.0 

13 20 17 20 19 ！？ 13 12 6 

be be b b b C r r r 

4 3 2 2 10 10 Io 10 

s℃；-ci-cu st-ci－αj s℃ー吋：：！ U S℃ー－cu s七 st et c七 8℃ 

N 、H守 N 目w wr N N N 

。
13.8 14.2 14. 9 14. 9 14.9 11. 2 11.C 9.0 9.5 

6.9 4.9 6.9 5.9 5.4 4.5 10.5 20.6 16.3 

一 一 一 一 一 一

一 一 一．

一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一
I 
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！下旬
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1011.9 上 旬 26.5 49.0 96 1.4 25.6 18 .89 

7 月
中 旬 27.8 5. I 97 3.3 1007.1 28.3 2/J .89 

下 旬 28.9 ， 3 2 .3 95 2.3 1006.4 27.3 22.88 

月平 均 27. 4 86,4 96 2,3 1008. 5 27.0 2司－88
ドm町柳同働叩 ＋ーー－－曙－・一『ー・』『唱’ーー』－・『a・〒『

上 旬 29.2 。 99 4. 5 I0!0.6 28 .6 22. 98 

8 Ji 
i"iJ 28.~ 16. 5, 99‘＇fl" 

.r ·••·,,,J,, 4 1009・.2 28 .8 23.46 
E 寸ー－

下 句 26.8 102. S 99 I. 8 I 008. I 27.5 22.84 

月平 均 28, l 119. 0 99 3.2 1009.3 28.3 22, 76 
一一一一

上 句 27.8 2.4 97 2.0 1011.s 28.0 2 I.! 0 

9 月
中 句 25.8 2 7 .o 95 I.a 1007.9 27.0 23.3 5 

一一一
下 句 21. 4 131. 6 97 1.1 1011.4 24.1 22 .29 

月平均 25.0 182. 6 96 l.O 1010.2 26,3 22.24 

上 句 18.2 72.3 93 0.8 1018.8 22.S 23.22 
,, 

10月
中 勾 19.4 42.3 95 I. 2 1018. 6 21. 6 23.43 

下 旬 14.8 57.9 92 0.9 1016.B 19. 7 2 3 .01 

月 平均 17. 4 0.9 
時一一一一一晶－

172. 6 93 1018.0 21. 2 2 3 .22 

上 イョ 14.5 57.6 93 0.9 1019. 2 18. 7 23 .42 

中 旬 1 J. 1 
． 

l.1 94 0.9 1018.6 17.0 2 3.41 
l 1月 一

下 旬 I0.4 5.6 91 0.7 1020.9 14.4 23 .36 

月 ・if・ 均 l宮.6 64.3 92 0.8 1019.5 16.6 23.39 

Jニ 旬 Io. s 12.6 93 0.8 .1022.1 13. 2 22.76 

12月
中 t 旬 ‘8.4 4.9 96 0.7 1021.3 11. I 23. 13 

下 句 9.3 20.4 93 1.2 1015. 3 11. 3 2 3 .18 

月ー平均 9.4 37.9 94 0.9 1019.6 11. 8 2 3. 02 

年平均 〈計）1344.916. 6 87 1 DO l . 5 17 .4 22. 32 
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風 向

l同位 回数 Cf.; 
ーードーー司－・－＋ーー4・ー一一司守恒

~、’ 2., バ 9. 5 
－一一一

NE 41 16.3 

E 56 22.2 

SE ！？ 6.7 

s 可 0.8 

3百 10 4.0 

可｛ 76. 30.2 
ぃ．

NW 26 Io. 3 

2 52 100.0 

・一一一・水温

。ー－---0気温

ーーーー比重

民力

民力 回数 <!/o 

。 49 16.3 

161 52.2 

2 so 17.6 

3 32 12 .9 

4 14 0.7 

5 9 0.2 

6 3 0 .1 

318 100 .o 

波浪

波浪同数 ］ 

1品3 45 .3 

14.S 

3 43 15.4 

4・ 8 0.4 

sn 11 0 .5 
句

6., 2 0.2 
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ー

刊V
ιιH 
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研 寄 団 体 育 成事業

本事業は昨年度迄実施しTζ 先達業員fi漁業技術改良普及事業を発展せしめたもので、漁村に

おける技術改良研究クヲレーフ。の研究活動について助言し、漁具、漁法の合理化、漁場の多角化

促進を図った。

本年度研究活働を行った研究会は次表のとおりである。

研究会名 会貝数 研 究 項 日

尾崎漁業教術研究会 3 0名 建網漁具の改良

深日
II 5 7 II 

高石
，， 

1 2 HU網漁法の研究

岡田浦
II 

3ワ 底曳網の合成繊維適性及び仕立研究

淡輪 " 4 I') いか龍治具の改良
・、

大阪市 II 工6 桝網の漁具改良

研究会の活動状況

1、起崎、深日漁業技術研究会

三枚網の研究については、昨年度で一応の結論を得たので、普及活路を行うと共i乙カニ建

網の仕立について研究を行った。

従来カニ建網は排業中、浮子が網目 l乙か L つて制を砂損したり、浮子綱Jl~ 切断する乙と等

があったので、乙の予防について研究した。

:ft｝初カニの羅網位置について調査したと乙ろ、網裾部i乙多くかかって、浮子方にはほとん

どかかっていないので、浮子と浮子の問の添制を従来より 5・%増として内網をたるませた

結果、浮子の羅樹、浮子綱の切断等も少くなり、羅網率も 30 %上昇せしめる乙とができた0

2、高石漁業技術研究会

昨年度、充分な試験をなし得なかった曲制研究について、ヨ！続き研究操業の結果、結拘比

重が軽く、かっ械の低抗が大きいため、急神；｜瑚乙網裾部が吹かれているこ．とが判臥したので、

沈子をt首してみたが、中制が両外網l乙押えられて袋の形成が忠いため、制絹部一反を一枚網

仕立に変え、急戒による制吠り不良を是正することができた。

乙れ等の研究結果は研究協話会において先・去され、試験制の仕立法が普及し、特にコノシ

ー17シー



ロの漁獲は非常に好成軌を得ている0

5、l持田浦漁業技術研究会

ほ曳最初合成樹往潟、網綱による仕立研究を行ったが、桁制では比重が乾泊ぎて絢成りが忍

く、かつ破損が多いので不適であるが、漏斗網では上高8とナイロンを使用し、イボダイのifA

獲が多かったので、現在府下の漏斗制全部』乙ナイロンが普及している。

4、淡輪漁業技術研究会

昨年度i乙引続きイカ巣制の合成似維漁制適性について研究を行ったが、イカの回近が少く、

充分な成果そ得ることができなかった。

5、大阪市治業技術研究会

1 0月下旬と実施した技術交流事業により留得した改良桁制の技術を府下漁場に応用する

ため、香川県から箱制、登り純及び袋網D一部を購入し、地先漁場の適件及び改良研究の準

備を完了した。

6、漁業枝術研究協誌会

漁業技術の 6研究会及び波崎.r機関の 5研究会の建全なる迎日’と相互の述．絡を図るため、次

のとおり漁業技術研究協；t＆会を開催した。

開催月 日 開催場 所 主 要 議 題 出席・人員

3 3年度研苅戎＊発表
34名33年12月17日 深Fli魚協事務所

3 z，年度技術交流結凡t報告

3 4年度研究部題について
34年. 3月28日 高石漁協事務所 2 3 

34年度事業計ji!!jについて
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技術交流事業

研究グループを主体として見守靖を人選し、次去のとおり派活し優良技祢向導入を殴った。

項 目 ＼賞5 碓 第 2 班 第 3 証 第 4 班

見学先
広島県佐伯郡 香川県大川郡 愛知県知多郡 香川県三盟部

廿fl市町 津田町 師岬I 伊吹村

導入技術名 建制漁業 桝制 if.（， 業 タ コ蛮漁業 エピ棚網漁業

派Jri人民 4名 5名 6名 5名

日 特． 2泊5日 2 i白5日 1泊2日 2泊 3円

実施方法 乗船実習座談会 " II // 

期 IL日 1 0月28日～ 1 0月28日～ 1 0月28日～ 1 0月 28日～
3 0 Fl 3 0日 2 9 11 5 0日

見学後、京査．司I項はパンフレツト「漁業校術の改良と普及J及び府関誌「水試だよりJK印刷

の上、全漁協に配布すると共に、漁業技術研究協議会！とおいて報告会を行い、普及l乙努めた．

（担当高橋 毅）

専門技術指導事業

水産養殖技術指導

水産業改良普及唱業の一斑として、水産養剤専f［砂：術日の設置に伴い、府下浅海、内水面養

殖並びに水産加工について、技術指導を行うと共l乙講沼会、座談会を1m佐fし、核術改良とその

普及を幽り、経営の改善を推進した。

1、浅海噌殖すモ導

タコ皆、イカ身L投入による住－！；；Htと成1作業の技術桁導並びにアサリの蒔付時期、適正蒔付監

の研究、管理技術等につl・3て次のとおり梓噂した。
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浅栴増F前作導i対兄

打翰ぷ乏 ~導回数 持導人員 持 導 地 区 詐導時期

タコ増荊 5回 3 4名 泉南郡南海町 8月 ，・、〆 3月

イカ M 4 5 6 II 岬町 4 ，園、d 6 

アサリ’F 2 4 1 貝原市 1 0 ，’“” 3 

2、内水面養W.H和導

府下三養魚池を巡回し、コイ、フナ、金魚等の産卵、帰化、寄生虫の駆除一皮l宵病の手当

並びにウナギ嗣育、管理拶疏等について次のとおり実地持導を行った。

内水面j長荊作導状況

作平元寺区、J竺 十字羽田数 行；I（：＇人員 r.~ 導 地 区 tr導時期

コイ、フナ夜帰： 1 0回 6 5名 吹泉北田市部、高羽堺町巾、 穴i奴r- 周年

金 魚 4 2 5 大阪市、泉北部高石町 ’F 

ウナギ II ヲ 1 3 泉南部南海可 ”r 

. 3、加工技術作車．

ワカメの加工方法、及び煮干イワシ抗酸化剤による油焼防止方法をナ告導すると共に傍械乾

燥の普及に努めた。

加工技術m導状況

持品乏 tf導回数 tr導人民 ナド 導 t出 区 托導時期

ワカメ加工 3回 5 5名 泉南部岬町 4月 ～ 5月

i由焼防止 3 1 5 堺市、泉北部市石町 6 ～ 1 1 

勝－械乾燥 3 1 8 泉南部岬町、泉佐野市 5 ～ 5 

4、講沼会、座談会のllM催

ノリ養剤：、貝真由増航、ワカメ加工等iζ｜立する詩沼会を開館iすると共iこ、幻燈臥写により技

術の紹介を行い、増ffl事業の啓蒙並ひ’l乙加工技術の向上i乙努めた。

講習会開催状 ix

海弘之 関俗回数 受講人員 ！！日 佐 地 区 阿世主時 JY'J

ノ リ 養 殖 4回 8 9名 泉南部岬町、 南海町 周年

具 類 増 荊 3 7 5 II II ’F 

ー一、．
ワカメ加工 2 1 泉南部南海町 3 )j 

-182一



5、告書民誌の刊行

ぬ業者の水産技術改良に当って、広く他県の技術を紹介すると却と、基礎的な嫡突を理解

せしめるため、捗関誌「7](試だよりJB 4版 1p O 0部を刊行して、漁業者尉への普及浸透

を凶った。

「7.1<試だより」の托j科事項は次のとおりである。

「水試だより J掲載内容

．、：＿g 一 面 第 一・ i両一

月 下民コゴ

第一記事 第二記事
生物 気象と

第一記事 第二記＊ 漁船機[M.i 海上街

講座 海況 議路 突予防法

33年 つ
改水良産技普術及 具イのカ玉改t良fo、 5月の 研究グル ワカメと

活電火若装際置関
第 1 条

4 イ カ 歩海調況反湾 ープの活 その養殖
事業につ について 動
いて

5 3 釣漁具の 民ノ魚 ワカメの 貝類の外 ，， 第 2条
改 良 加 工 敵 その 2

6 4 小男＇~it·:fj 5月の アサリの 協 力 焼玉拡佼.1

底曳網の エ ヒ’ 海気象況と 増 殆： その 1
改 良

！？ 。タコ釣漁 縄の保存 モガイ 6月の 赤潮~Iとつ ，， 第 3 条
具の研院 について

，， 
いて その 2

L 

8 6 クルマエ 台風につ カ 一 7月の 魚の感覚 ，， 第 4 条
ピの苦手安 いて II について その 5

プールi乙 循色ゴイの
9 7 子供と魚 金 京1 おける養 球式水

魚法 捕につJて

10 8 曳網漁業 ポ フ 9月の 夕立D増ij'i I/ 第 5条
について ，， 

について その 4

11 9 技術交流 改漁業良桝制 1 0月の 建網漁業
構主要挺訴のの1 ' について 見学 II 見 学

34年 10 改良タコ マダイ 1 1月D エピ漕網 II 第 F 条
12 学遊漁業見 の一生 ’I 漁 業 その 2

1 11 鯨式網漁 ヒラメ 1 2月D イカのく ，， 第 8条
業.，乙叫3て II ん製 その 5

2 12 餌乙ぎ釣
魚共 住の

1月の 大阪市浪 ハマチの II 第 9条
について // 

業究技会術研 養殖 その 4
の誕

生
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第

第二記＊

っきいそ
の効呆

mー記事

7＂ランク
トンの話

面
一
象
縦
一
M
M
恥
況

気
と
一

2
気
海

第

物
店
一
ジ
パ

生
誠
一
ア
サ

第二記事~.~一記事

キス網新
漁法につ
いて

ロヲ

13 

}j 

3 

博）間時（担当

漁船機関取扱指導

府下における、 20トン未満の動力漁船は 1, 1 8 9隻であるが、梼関取扱者の機関につい

ての知識は未だ大配分が伝承による技術であって、 j菌Eな和学的運用が行われていない。

働関の取扱適正化は、海難事故防止、燃料賞、修理tiの低げん等経営合理化及び抑揚め円滑

化が図られるので、部回作導及び講沼会を開催し、機関運用、調整方法、処置方法について技

術作導を行った。

道

各ifh.業協同組合と述絡の上現地iζ 出張して所属ぬ船の際関診断を行い、計測並びに不調箇

所の帯主主と処理の指導を行った。

組合抗政同作帯主f胞状況

持回1 、 j~｛＜

匝ユ＼よ之、 作導回数 持導入貝 除手べど 作導回数 ff導人員

大 阪 市 Sf司 22名 尾 出｝ 1 0回 4 0名

t界 T打 8 3 4 西 ｝込 取 4 28 

堺市沿岸 7 4 0 下 1{ 4 

// 浜 寺 2 1 0 決 輪 3 1 c.l 

出J 石 fJJ 8 29 深 日 5 1 9 

岸和 田市 2 ？ 谷 JI i 2 6 

泉佐野 rff 8 4 0 

f~ 回 ？ 3 8 I 4 
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漁員｛d子関診断及びtr導評J整官占i所

n三＆、， 断 内 4’コt‘r7・ n 数

中心線のE否 1 8件

各軸受fHJ隙と誤！繋 1 9 

シリンダー摩耗状態の測定 7 

燃料噴射状態の測定 9 

ピストリング断Eの見方及び取換と取扱 8 

クリヤランスの測定、パルフ．セツチング、その他 4 6 

計－ 1 0 7 

各漁船共中心線及び軸受間p,i「tのお整と推力．軸受摩耗による静！瑚各自：f乙与える影種平等につい

て持導を行った。

2、議官会座談会の開催

漁船機関の事故防止、故障修理方法について誹習会、開談会を開催した。

~ 
9月24日

1 0月22日

1 2月17日

2月10日

2月20日

2月25日

計 6回

誹習 A 
I.三

開催場所 受講人民

泉南郡南海町 2 5名

II 自靭I 1 5 

II 2 7 

南海町 2 3 

泉佐野市 2 8 

泉南君簡淘ll:.f 1 2 

1 3 0 

5、ぬ荷主際関研究クールーフ。育成作導

開僅状況

:m 官 内 t合τ？ 

焼玉楼関の構造、運転中における故障わ応急処置

機関中心線の見方、ピストンリングの摺合せ方法

II スラストベアリング，FV！；：プタイミンク1ζづI），て

II II 

II ，， 

// ピストンリングの拡！合せ方法

現在研究活動を行っている研究クール｛プは次のとおりである。

漁船機関研究会一院

li)f話？」乏～乏 所 在 地 会長名 会民数 設立年月日

西鳥取漁船機関研究会 泉市m；南湖I鳥取 土生又次 3 2名 32年 10月29日

法輪 II II 広q車lJ淡輪 高橋茂｛｝ 3 5 32年 11月15日

lモ筒 II II 南海HげJ:t!w-:.f 丹羽吉太郎 4 3 32年 11月20日

（担当 } Ii 1L1J'.f 呑）
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寝 屋 川 養 魚 場の部
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極苗養成業業

河内フナ及びコイの品杭改良l乙重点をおき、これらの純良税苗を養成して府下肢村の溜池並

びに河Jliに、又金魚（ワキン，リュウキン〉及び色催、コイ二年抗菌を茶－成して休閑期の学校

プールにそれぞれ配布した。

養成概要

1、 採 卵 帰化

コイ

魚；i錦、抑の根を使用し、産卵は青仔養成池（而積99 rn2、周囲底共コンクリート造〉、

ふ化はふ化池（面積9.9 m2、周回底共コンクリート~を用いた。

総体l乙コイは成熟が良く？？尾、63 0昆を収容して 11 0万粒産卵させたので 1回の掛

合せで採卵を中止した。

採卵ふ化状況は次の通りであるo・

採卵数 使

卯
一
用 池

回
採

親 魚！産卵月日

半？尾｜月日

6 3 0尾 Is 2 

粒 l青仔微＆池（ 9 9 m税さ 0,9m

1,100,000 ｜周囲段共コンクリート） 2面

五、 化
回

ふイ七月日 ふイヒ日数 ふ，・化 ’数 ふ化率－ 平均水温 ｛前 用 池

月 日 日 l毛 9,’ ， oc ふイヒ池（ヲ，9m'l訴さ0,3

5 6 5 550,000 5 0 1 9 m、周回底共コンクリ

ート） 3面

フナ

魚巣は抑の根を用い蛾池一面（而桔36 Zm2、側壁コンクリート泊の士池） IζS? 1 0 6 

尾、ろ20 0尾を収容して 65万粒探卯し、コイ同防次ふ化池へ収容した。

採卵ふ化状況は次の通りである。
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採 g~ J、 化

同 産卵 ふイヒ ふ 化 ふ化 平均
親 魚

月日
産卵数 使用池

日円 日書ヤ
ふ化数

三号 -Aバロ
使用池

尾 月日 粒 月日 日 ｝吾 % ・c ふ化池（ 9,9 
年106 5, 1 2日，000 池養成（ 1 0号 5,4 4 150,000 6 0 1 9 m勺 2面

6 200 
領怪コ

2 5,6 400,000 ンクリーり土 5,9 4 ヨコ0,000 7 5 1 9 向上 5面
池 363m2)

d幻，000 450,000 7 0 同上 5 Tfii 

ワキン

ふ化池 6而（ 9 , 9mうIC.♀18 0足、 b2 4 0尾を収容して、延 8回で 85万粒採卵し

逐次ふ化池へ収容した。

回

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

計

係卵ふ化状況は次の通りである。

採 夢日 ふ イヒ

親魚 i産！｝［！ ふ化 ふイヒ J、イヒ 平均
採卵数 使用池 ふ化数 使用池

月日 月日 日数 率 水温

尾 月日 粒 智治 月日 日 尾 % 。c
そflr2)

♀180 4, 18 100,000 4,22 5 40,mo 40 17 

b 240 4・19 50,000 4・23 5 20,000 40,0 1 7 同 上

． 4・21 150,0QO 4・25 5 100,000 66,7 1 7 同 上

4,22 100,000 4・26 5 50,000 50,0 1 7 l司 J: 

♀ 150 5,15 100,000 5, 19 5 60,000 60,0 1 9 同 上

b 240 5・16 1 so,000 5・20 5 100,000 166 .1 I 1 9 同 上

5・17 100,000 5・21 5 70,000 70,0 1 9 ！司 上

5・19 100,0C.O 5・23 5 so,coo 50,0 1 9 同 上

♀ 100 850,000 6 ffij 4 <;(),000 57,7 向上8苗
6 240 

リュウキン

背仔養成池1函乙千43 it、61 2 0尾を放饗して，娃4巨lに渡り 45万粒銀卵し逐次

ふ化池へ収容した。

採卵ふ化状況は次の通りである。
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採 §p ふ イ七

回 産卵 ふイヒ ふ化
ふ化数

ふ化 平均
続魚

月日
採卵数 ｛支用 池

月日 円数 率 水温
使用池

尾 月日
1日，00粒0 

育仔養成池 月日 日 尾 % 。c
ふm2）化池1（百4,9 

5’ 2 5, 5 4 刃，000 46,7 1 9 
-( 9 9m宮）一

2 ♀ 42 5, 5 100,000 5, 8 4 45,00) 45,0 1 9 同 上
r - 面

~・・~ ぢ120 5 ,16 130,000 5, 19 4 60,om 46,2 1 9 同 上

4 5, 1 7 泊，000 5,20 4 25,000 35,7 1 9 信l 上

計 4田，000 200,000 44,4 同上 4面

色健

ふ化池3面l乙千8尾、 S1 6尾を使用して、延2回i乙80万粒釘w日し逐次ふ化地へ収容し

..－’ 
ド』。

採卵ふ化1芳況は次の通りである。

採 g日 ふ イt
回 産卵 ふ化 ふイヒ ふ化 平均

親魚
月日

採卵数 使用池
月日 日数

ふ化数
率 水温

使用池

尾 月日 粒． ふ化池 月日 Fl 尾 %． ・c ふイヒtti:: 活（~，ヲ
でr、 8 4 ,27 お0,000

( 9,9mラ 5, 1 5 80,000 26,7 1 8 m勺 2
阿国・・・．．．．． 

2 6 16 5, 4 自民000 3面 5,4 5 220,om 44,0 1 9 民上 3面

計 soo ,mo 羽0,000 37 ,5 同上 5面

2、青仔 養 成

コ句 イ

奇仔長成i乙使用する池は土留板間池で極力ミヂンコ発生i乙つとめ、完成池4面1,360m1

ヘ毛仔45万尾を放養して 40～7 0日間養成した。ミヂンコ発生の多少によって各池の

歩留が左右された三

育仔技成の状況は次の通りである。
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・－
務 riii: 11 モ仔 T当. f子

歩溜
毛仔 青仔 養成 施肥

地名称 rfff;・ ；描 M.：造二 放養数 取揚数 放月安日 月取揚日 期間 鶏．．葉下肥

2αH〕i2 i士反池問 i己 昆 % 月日 月日 日
1~1 

荷
③ 1号池 50,COO 25,000 50 6. 7 7,20 41 5 

，， つ／／ 330 向上 100,000 40,000 40 6, 5 II 46 200 7 

，， 5 II 200 同上 50,000 20,000 40 5, 15 7,21 68 100 5 

，， 6 II 630 向上 250,000 110,000 44 5,15 ，， 6む 300 8 

1,360 450,000 195 ,ODO 43,4 河口 25 
I 

3、新｛子養－成

コイ

養成池4而4, 2 0 Om21ζ 青仔24 0 Kt ( 1 9 ・5 , 0 0 0局を放養して秋仔養成を行っ

たが、シラサギによる食害と台風による渋水のため歩留は悪かった。

手大｛子養生状況は次の通りである。

，英－ !&: 地 背 ｛子 秒 イ子 平方米当 育 仔 秋 仔 養 成

池名称 而積 構造 ti＜養足数 取揚量 生 産 量 放養月日 取揚月日 期 間

m2 
板土間池 尾 Kj g 月 日 月 日 日

⑮ 1号池 200 8,000 40 200 7・20 1 1。26 130 

’F 1” 330 向上 13,000 55 167 ，， ，， 1 30 

’F 5 I/ 200 同上 s,om 45 125 7 0 21 1 ° 1 9 183 

，， 
6” 630 ｜白j上 35,COO 160 2 52 7 0 2 1 11 ° 17 1 8 1 

〆＇／ 1 2 11 2,610 同上 1-s:i ,000 530 201 
7°2仔～

11・25123～129 
2 1 

11 1 4 // 20 0 同上 4,000 2 0 1 0 0 7 ° 2 (J 11 ° 2 5 130 

計 4 ,t.DO 195,000 830 198 

餌料

有1 類 数 Jti. 比 率 有1 類 数 畳 比 ヰE

c 」h な．ぎ 1 , 21 OK1 59。7% 仕 上滋 3 12Kj 15°3% 

米－ 僚 50 6 25o0 計 2,028 100。。
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フ ナ

ふイと後6日を絞た毛仔 320,000屈を養成池 5函（ 1,617mりへ政長・し、約 14 0 

日後i乙分持して秒｛子まで義・成した。

秩仔養成状況は次の；ifilりである。

者子 成 池 ｜毛仔 私仔 ぽ当 毛仔
秋取仔得

養成 施把

性産量 放月養日池名称函結構造 放交数 取扮長；：
月日 1u1rrn 知義下肥

R】2 
4二上fi封凶！； 尾 K:t g 月日 月日 日 Kj 荷

⑥ 8号池 594 1 ~,000 310 522 5,14 11,28 199 80 60 

，， ヲ UD 向上 1~ ,000 5白 530 II 11・,27 198 100 60 

// 1 0 363 北億ヂ事長『地I七~シト白 日［刃 151 416 5・ヲ 11-'21 197 40 30 

" 1 1 560 同上. ,9, 10号也 232 414 9・291 1.21 5句 80 日
35JJOO 

計 2,178 e,20,000 目om~足43 479 到。 am 

餌 料

者五： 勢、 数 畳 比 率 積 類 数 畳｜比 率

さ な ぎ 1 , 0 51Kj 44・8% 仕上糠 4 72Kj 

2, 34 3 

20・・2%
米 甑 820 3 50 0 計 100。。

4、金魚（ワキン、リュウキン）郡高養成

ワ キ ン

ふ化後3～7日を絞た毛仔43 o, o o oi続強成池2国（ 89 Om2）ヘ放安し、 9月下匂ま

で養成した。

都；苗養成状況は次の通りである。

交 成 j自 毛 仔 韓首 m2 当 毛仔放 秋仔取 養成 施肥

池名称 面 積 構造 放英数 取揚盤： 生産量 安月日 均月円 期間 野；共 下肥

m2 
板土 囲池 尾 尾 rt 月 日 月 日 日 l<j 荷

＠ 3号池 330 19),000 25,000 74 4,29 ヲ，22 14 7 100 8 

1 1 5 60 細z部一コ弘ン 2田，00040,000 71 5,26 ？・24 122 200 1 0 

計－ 8 90 430,000 60, LUU 73 3)0 1 8 
( 2何時？
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餌料

・flを 題 数 畳 比 率 争責 類 数 監 比 率

さ な ぎ
3 04Kt 4 4, 2% 仕上出 1 53Kj 2 2,2% I 

米 糠
2 31 33 , 6 計 6 88 100, 0 

リュウキン

ふ化後 1沼町を経た毛仔 160,000F己を背仔養成池2面（ 9 9 mちへ放養し、約 10

～ 2 5日衡こ分持して 9月下旬まで養成した。

有（苗拘実状況は次の通りである。

安－ 成 I色 毛仔放 種－苗 m2＝ ；当 毛仔 新仔 4蹴 胞 肥

地名称面積構造 It尾数 取扱m生産量
月放養日 取月揚日

期間 実L漢 下！把

m2 コンクリ 昆 尾 尾 月日・ 月日 円 Kj 
曾 2号池 ？？ ート池 90,000 5,300 53 S, 12 9,22 134 50 一

5 II 向 上 70,000 5,500 55 5. 26 II 119 50 一
6 ／／ ，， 2号利以f

4,800 40,000 48 6, 4 9,24 115 50 一
7 ，， ，， 5守也』：ι

4,400 44 6 • 4 II 113 50 一.30,000 

計－ 39 6 160,000 20,000 50 2'.)0 
(7 SKj) 

餌料

Ni: 類 数 茸f 比 ヰさ 者ff 定！ 数 ltt・ 比 率

さ な EゐJ・:' 1 1 4K少 60% 仕上倣 2 8K伊 15% 

升と 龍l 48 25 1 9 0 1 00 

5、色鯉種苗英成

ふ化後4日を絞た毛仔200,000足を養成池 1函（ 3 3 0 m2)へ放安し、 13 5日

間設成した。

村荷養成状況は次の通りである。

ft' 成 Hi! 毛｛子放 きF 首 m~ 当 モ仔 秋仔 養成｜ 施 肥

名称｜函 rnI t,w造 :JYf}'t数 取扮J.1’・ 生産.ID: 月放長日 取月拐日
期1mI鶏 糞 下j把

日2 ：仮囲池 足回，OJOJ.己 1俊足i凡日月日
13~ 1 1 /J 

ff1J 
4号池 1330 土 ,200 ,000 ¥ (5 2Kfl) i ( 158 g) 5，ε 9, 19 5 
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餌料

有｛ 類 数 且I＇！’t． 比 率 格ー 知 数 E’1二・，1， 比 率

さ な d、．r 8 Ol<j 6 0, 1 % 仕上積 20Kt 15, 1 % 

米 様 33 24,8 計 1 33 1 oo , 0 

6、コイ、フナ三年翫苗養成

養成池 13号（土池 8, 6 OD mz.>でコイ、フナ秋仔 20 4仰を放養して 2年税宙を養成

した。

積苗授戒状況は次の通りである。

初米当 ぞt 仔 取揚 施肥
種類 秋仔放養iit 2年仔取揚世 養成期間

生産量 放養月日 月 日 （下！め

3 4K’ 1 0 7K9- g 月 日 月 日 日 荷
乙 し） くし 300尾〉 (1 , 100母 1 2 1 , 2 7 10 , 6 24 7 

3 IJ Q 
」、 な 17 D 1 ・c; 2 a 154 1 , 2 7 3, 1 3 41 0 

(20,000 ) 7,000) 

計 204 
1 ·c~ 2 7 

166 
(21 , 3 0 0 ) 8 , 1 0 0) 

’ 
出料

有｛ ま長 数 l明J.i:・ 比 率 有1 定j 数 f話： 比 之容

さ な ぎ 1 , 4 5 7Kj 45, 3% 仕 上 故 7 53K~ 23, 4% 

米 様 1 , 0 0 6 31‘5 計 3 , 2 ・1 6 1 00 , 0 

配布

当場で使用する試験用及び、競魚用の称苗を一割方支し、他は農村及び学校へ配布した。コイ

フナ軟仔、フナ 2年杭苗は地方事務所及ひ’市役所を経由して、農業協同組合又は、漁業協同組

合ヘ配布し溜池、河川iへ放発した。金魚（ワキン、リュウキン）、色雄和苗は教育委員会を経

由して小中学校プーJ除が養した。コイ二年扱苗は吹田市役所を給ちして中学校、配布した。
コイ、フナ、秋仔、フナ 2年種苗配布表

！配
配 判i 数 1’11』・

｛草； F圭J!-布 先
コイ干：.~｛－］て フナ秒仔 フナ 2年柿苗

Kt Kt Kt 

i圭
回 市 23,60 75, 00 一 7箇 ‘、，’．，. 

宇 一－一一一
面 市 1 7 , 1 0 24,00 一 II 
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自5 有f をt よ＇TI.
ぷZコ :{tf 先

コイ秋｛子
7ナ2年 開1 考

フナ私仔
詩； 国

j出 回 市 1・001<1 2 • 0 0 Kj 一 l{j j宙 池

高 槻 市 1 5. 0 0 3 0. 0 0 3 so. 00 II 

沃 木 市 23-75 126.00 一 II 

jt 河 内 ぞ＇IB 39 • 0 0 2 0. 0 0 一 II 

枚 方 市 7 8 • 00 9 7. 2 5 7 5. 0 0 溜池、長尾病院

控 能 郡 1 • 0 0 1 • 0 0 一 溜 池

泉 :ft 部 55.00 1 9. 0 0 一 ／／ 

堺 m 一 1 .. 50 一 I/ 

泉 南 郡 1 5・50 6. 0 0 一 II 

‘ 一ー ‘ 

泉 佐 野 市 3. 7 5 11 • 2 5 一 I/ 

時． 和 回 市 1 7. 5 0 6・00 一 II 

~l 大 津 市 1 0. 0 0 一 ／／ 

和 泉 市 2 8 • 30 ) 3 • 5 0 一 II 

大 東 市 5 .. 2 5 一 一 ’F 

河 内 長 野 市 5・00 6 • 7 5 一 II 

柏 原 市 6・75 5 9 • 25 一 II 

寝 屋 Jlj 可T 9. 0 0 2 0 • 00 一 I/ 

淀 JI i 100.00 220. 00 一 河川｜放流

大 和 }Ii 50. 00 1 00 .. 0 0 一 II 

計 492・so 848・ 50 425°00 

金魚（ワキン、リュウキン）、色鰻種苗及びコイ二年韓首配布表

配 布 数 在：
、，

& 布 先
金。キン〉魚 〈金リュウ全魚ノ） 色 経

コイ ｛柏 考

2年仔
足． 昆 尾 K苦

大阪市31校 18, B20 3 .. 120 2・875 一 学校プール

． 
茨 木市 5 11，目。 1,500 100 一 ，， 

1,'｝；税市 3 1，目。 400 170 一 II 

l ~：f 口市 2 6,000 一 一 I/ 
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時J 羽I 数

百E 布 先
金（ワキン〉魚｜金（リュウキ一ン？帯〉、 色 銀コイ 2年仔

制H 考

尾 足 ,Lt Kす
吹田市 2校 2,000 1,COO 担。 40 学 校 プ ー ル

枚方市 ι .., 1 , 2 00 200 50 一 " 
盟 中市 5 2 , 3 0 0 300 2 00 一 I/ 

池 岡市 一 一 100 
． 

一 " 
箕面市 5 00 一 一 ，， 

布 施市 3 1 , 0 5 0 50 250 一 " 
富田林市 一 100 一 I/ 

計 5 5校 44,500 6‘770 4 , 1 4 5 40 

総 括

（骨 採卵、彬化についてはコイは一回刀採卵で 55万尾（帰化率 50 %）、フナは 2回の採卵

で 45万足（脳化率 70 %）、ワキンは 8回の保g日で 49万た（帰化率 57・7%）の毛仔

を得τ断ね順調であったが、リュウキン、色飽の似化は梢々不良で、リュウキンは採gfi4巨l

で 20万尾（加化率44・4%）、色鎚は採卵 2回で 30万足（帰化率 37・5%）の毛仔

を得た。

（合 背仔及び秒．仔養成については集中最雨、シラサギによる食3、台風による浸水流失等のた

め歩減が甚しかった。特i乙色盤、金魚、コイは早車／ff［野上げ浮上をするためシラサギによる

食害、又夜間ゴイサギによる食害等害鳥による被害が帯しかった。

(3) コイ、フナ二年鞍苗を前年に引き続き 13号池で養成し 1, 4 2 7 Kjの転出を生産した。

(4) 配布はコイ、フナ私仔、フナ二年和苗の股村福池への配布、金魚、色館、コイ二年軽自の

小中学校プールへの配布を前年l乙！閉じて汁った。

(5) 各韓首養成の総括した成績は次表の通りである。

λ斗Z与[. 定4
コィー 2年有Ll項 日 コイ秒｛子 フナ干火｛子 色 催

和 {t: 琉 金 フナ

~~！ 用 続 缶
♀ 9.ff ♀1 0 6尾 ♀ 1 80尼 ♀・ 43足 ♀ 8｝己 一合 3O.L€ b 200尾 6 2 4 0昆 6 5 Ot己 6 16起

lふ イヒ 数 550,000 450,000 490,000 200,COO 300,000 一
E一一
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金 来t コイ
羽 同 コイ秒仔 フナ秋仔 色 島 2年・税苗

和 ~ 蕗 令 フナ

放 養 毛仔数 話。，000足 320,000尾 430,000尾 160,000尾 0)0,00J尾 秩仔放養
山 K;t(211.＠島J

官又 :tt-; 主， 830咋 1cii6i記~'J K6s~o~す9 ( 20,cil5oK尾苦） く6よix3K姶ま
1,427 K;J-

(70,000尾） (100, (18,100尾〉

際 成 面 積 4,200 rrt 2, 178m宮 890nf 40Dm2 3却 m2 8,6Dqm!I 

年方米当生産量 ：

‘‘ ・

198 g 47.9 g 326 g 1田 g 158 g 1臼 g

区ミ 餌 経： 畳ー 2,028 Kj 2・343Kj 688K1 1如 Kj 133 Kj 3,216 Kj 

働物性飼料の比率 59.7 % 44-8 % 44・2% 60% 60・1% 45.3 % 

階 肉 係 数 2・44 2. 25 2・ "51 3.95 2・5己 2・25

（担当 ！日村更生、丸山照二、加藤喜久也、原 正男〉

河 内 ぶ な 卵 出荷事業

府下産カワチプナの成長度の良い乙とや、環肢の変化i乙対する抵抗が強い ζ とが、各方面か

ら認識されたので、他県．からの要塑l乙応じてその卯を出街した。

方法

大阪府淡水漁業協同組合で採卵したものを、 IT§fJ日の 1日後又は当日に集荷して、夜行の鉄

道小荷物使で輸送Jした。

Hfl包は木箱（リンゴめに濡れた新！白紙を虫そり、水苔を霊協ユてその上iこ初根（魚駒の束（

1 ：＃£平均1万粒附着・〉を並べ、これを交互に繰返して数段おみ革ね最後に水苔をのせて査をす

る。 1:ft.lに 25万粒を入オl.2箱を重ねて誠で包み 50万粒 CmBi:約20 Kit）を単位とした。

詰良

事長；送粘・呆及ひその後の安fill成紅fi士氏或のとおりですo
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河内ふな ~Ii 給送結果一覧表

Ill 荷先
間！卵数！I高宮ザ闘機 死卵率 ふ化平努語法 ~＇成7崩長程事故度） 

r 

7岳
司z ぅb ． － 

千葉県
手賀沼漁協

5. 6 無 適 当 20 80 良 好

埼水玉産試県験場 無 適 当 く 2 >95 

5.15 1日 20.5 無 適 当 無 良好 3.号～5C旬

’－ 埼玉組県合連漁業協 問＼ 100 梢々
間 合会 20.s 無 梢々乾燥 少し

不良
3.5 

6. 3 j団 I 20.s 無 適 当 少し 良好

埼玉県 5.29 ！句 鮮、 適 、dゴI 無 良好 10 o{/6 5～3.5 中央漁協

愛増知殖県指内導水面所 22.0 無 適 当 20 38 12313・8～4

郡富山朝県日町下新役場川 5. 6 50 19.0 無 梢々乾燥 4～8 

鳥湖取山県
池漁協

5. 6 50 14.0 無 適 当 0.5 90 五10 >3.5 

熊本築水試
郡分場

s.1s 日 24.0 無 適 当 15 80 泊。 3.5 

高物知部県川漁協 5.17 日航4空.o便 無 適 当 10 好

( 1）拾送成績は比較的良好であった。 5月中句（気ift!1 6・C～20.8・C）で 25時間以内

の拾送（包装作業より岩駅まで）に樹え得る。

(2）愛知県4及び埼玉県のふ化率の不良であったのは不明であるが、今後採卵の指導と検査を

厳重にしなければならない。

（担当 川 村 更生丸山昭二加藤喜久也）
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淡 水真 珠養殖試験

I 大核施術試験

方法

イケチョウガイの大きいとし、う特徴を生かし大型真珠の採取を目的として、 32年度には

直径 7～10仰の大核を内服部に挿入することを試みたが、内臓には核の挿入が 1飼に限ら

れるので、本年度は外套践に大中小の核をそれぞれ数個挿入し内臓部への挿入のものと比較

検討したa

結呆

t 施術状況並に苑死率

施術部位 核の穴きさ（直径） 母核員挿1個入当数り 施術個数 先死個数片手~1
外套膝山 2～ 3 Till) 10～ 1,  89個 32値 36哩Fム

外套膜附 4～ 6 8～ 12 87 1 5 17 

外套膜（吋 7～ 1 0 2～ 4 85 26 3 1 

内 臓（対 7～1 0 89 1 2 13 

2.真珠形成状況

施術後 4ヵ月を経て、 t'！謝巴成状況を調べた中I}結果は次のとおりである。 （最終結呆

は 34年秋に調査する予定であるつ）

施核術部位と 個詞 査数 挿校 入数 喜議 1脱 撒
真珠品質等級別個数

の大きさ
白誹数 脱該率

1級 2級 3級

外套 部川j 3 個 3 6個 3 611塁 。伺 n個 Oct, 20個 1 6個 個

外套部，主持 2 20 1 1 8 2 。 1 0 1 5 3 

外套部｛対 1 0 34 1 0 。 2 9 4 1 3 7 

内 応（対 ・1 0 1 0 5 3 2 3 0 2 2 
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32年度に行った大核の内服部への挿入結果は次のとおりであった。

151個 I1s1個 I33佃I67但I21個 I30個 122φI s個 I11偲

私妥協会｜ゐ委｜脱核数｜白珠数｜護基｜弘 警i1τ~；~弘
個7

J
 

考察
外套朕への小核或は大技施術貝のQ死率が梢々高いのは、施術挿入数が多いためと考えられ

る。しかし大核の外套膜或は内臓への施術の場合脱核率が同じ程度であるから、外套朕への施

術は数個の施術が出来るだけ経済的である。もっとも 32年度の内臓部への施術結果では脱核

率は 44~に及び、真珠形成率も 22 ヲもとなっているが、箆死を含めた全施術数 495個から

見ると真珠形成率は 6.6φで、まだ安定した合部句な施術とはいい難い。

E 挿入外套映片（ピーλ）の裁取部位と形成真珠の色との関係について

イケチョウガイによる真珠の色は赤・淡紅・紫・決紫・z銀白・自に大別されるが、‘これらの

色の出現はピーλの裁取部位による影響が大きいと思われるので、誠取部位別に施術して形

成真珠の色との関係を比較検討したものである(J)

方法
1 . 養殖期間

33年6月24日～ 34年2月6日

2 .施術

ピースの採取は図のように外套朕諒を前部、中央部、後部の 5部に分けた3 前部、後部は

それぞれの閉殻筋に接する所より 5C1ilの範囲とし、残部を中央部とした。ピースの大きさは

大体 3'!i1li1,角で、挿入数は母貝 1個当り 11～ 1 5である可
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腹

前

3.色別の分類

識取部位別に真珠を取り出し、洗浄の後経験者が肉眼て鑑別した。

供試貝の大きさ

殻長 1Sraを境に貝を大，J、二群に分けたが、平均の値は次のとおりである。

区 分 設 長 政 高

大 貝 16. ♂ 1 0 . 2c:Jl 

貝 14.7 9.4 

結呆

色別個数、同出現率は次表のとおりである。

-202-

設 幅

4 • 2 cm 

3.8 

・‘、－、

重 Jjt 

3 59 fl 

264 

後



ピース裁取部位2}1J ｝.＇.！珠色別偲数 同出現率表

区 ピの 供の 供鈎｜ 斑 真 珠 色 別 個 数 色別出現率 ~ 

l部 試大 試珠
き

分 スイ立 貝さ 貝数 数 決紅紫 淡紫1銀白 白 淡紅 紫 白
同－噌ーーーーーー

前 大 3 40 ？ ろ 24 4 
12 4 51 34 

部 ：＝ 37 1 5 22 

1) 
中 大 ろ 40 22 6 1 2 

共貝
部央

62 8 30 
3 ろ？ 27 1 2 

f表 大 3 38 28 6 4 
78 14 8 

部 3 36 30 4 2 
一一一 1---－』・ー・・pI-ー・・ーーーーート－山由一一4 一一ー一一トーーーーー 一一一 一－ 一一・ 一一 －ー

日目 大 ろ 43 5 33 4 
6 66 28 

部 3 44 24 20 

2) 
中 大 3 44 19 6 1 9 

別貝 部央
53 7 6 29 6 

3 43 27 5 6 5 

後 大 3 43 21 1 6 5 
44 29 16 1 1 

部 3 4 1 16 8 1 3 4 

1) 供試施術貝の一部よりピーλを誠取する場合

2) ピース設取貝は供試施行貝とは別個の場合

考察

ピース裁取部位の決め方に 学的な万生が見付らず、またこの場合は左右の2}:Jについては

考察しなかったので不正確さはまぬがれないが、概して云えることは前部のものは銀白・白

が大部分を占め、中央部はこれらが減少してピγクが主となれこれに紫系統がふえ、後部

l士紫系統が更に多くなっており、従ってピースの裁取部位によって形成真珠の色に影響を及

ぼすことは明白であるo そして小形母貝の方が出現する色の相異が明確なようである。
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J[ 真珠増収試験

方 法

母貝を経済的に利用するため婦人ピースの数を 24～30とし（普通は 15前後）真珠

の増収をはかろうとしたものである。

結果

現在尚飼育中で 34年秋に取出し結果を検討する予定である。

IV真珠母貝の府 下 溜 池 へ の 移 殖 結 果

昭和 33年 5月府下溜池 5カ所へ施術貝を移したが、同年 10月に取揚げた（ 3200個）

結果は次のとおりである。尚比較のため、同時に施術して寝屋川養魚場内で飼育した結果も

併記した。

真珠品質等級別採取量
真母貝 1珠個当量り池名 所在地 採取個数

1 級 2 級 5 級F 合 440計'J 

松原池 民塚市 463個

板 口池 岸和田市 435 520 57 577 1 • 3 3 

船尾池 堺 市 837 915 125 110 1, 150 1 • 3 7 

御廟池 堺 市 418 349 88 437 

中 池 盟中市 844 930 130 1,060 1 • 26 

13 号池
寝屋川

285 342 19 361 1 • 2 7 養魚場

この結果からもイケチョウガイによる淡水真珠誌摘は、府下溜池におし、て十分行い得るこ

とが判明した。真珠生産居と環境との関係については目下調査中である

（担当 川村厚生・三上郷司）
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池中養殖試験

溜池生産力調査

府下内水面漁業の特徴は、溜池を利用した河内鮒の粗放的な生産であろう。

しかし各池の生産力は管理技術を別としても可成りの差があり、養魚方法にも改良すべき点

が多いと思われるので、義・魚而から見た溜池の物理的・化学的・生物学的環境の基礎的データ

ーを得る目的で、府下に 5カ所（貝塚市、岸和田市、堺市、豊中市）の溜池を選定し、寝屋川

養魚場内の 12号池とともに水質調査を行った。

調査方法

1・調査池名

池 名 所 在 ．地 国 f責 養魚状況

松 原池 長塚市脇浜 0. 6 ha 凶無投餌

坂口池 岸和田市小松里 0. 4 鮒投餌

船 尾池 堺 市 浜 寺 0. 8 自甘純愛餌

御廟池 堺市百舌烏 I6・0 的投餌

一L』一一ー ー一ーーーーー，F →ーー『岨崎一』ー－－－ 一
中 池 豊中市服部緑地公園 1. 0 怨純愛餌

1 2号 池 寝屋川養魚場 0. 3 国投餌

2 .調査項目

水温・透明度・水素イォγ湿度・溶存酸素飽和度・硝酸担－車硝酸泡・燐酸地・過マソ

ガγ酸カり消質量・枝角顎授脚類数

採水はゴム管を用いてサイフオγ式で行い‘透明度は直径5cmの白色円叡．を用いた。その

他の項目は海洋観測法に従ったが、硝目安砲は亜鉛末を加え亜硝酸塩に変えて測定した。
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結果

先づ最初に各池の垂直的な変化を調べた。

井 1表 調査池の水質結果

一一一ーー

時「tl::;tf~9;1~益1み｜型開
i也名観月 測日 ’ 

唱一一一一
月 日

8 .4 166.t 

0.6 お.3 7 .4 38.2 一 一 一
7-24 2.55 42 ー

1.25 27.3 7.0 o. 。 一 6.8 
． 

2 .53 25.8 6.8 o. 。 一 7.3 

源寺也 8-13 0.47 21 0. 1 31.4 8-0 95.4 。 20 6.3 1.5 

0 ・ 1 31.5 9 .2 100.4 。 5 5.6 

＊廼也 8-13 1.55 35 0 .75 31.5 8.0 96.5 。 一 5.7 25.2 
ー、
l 、

1 .53 29.7 7.4 34.5 。 ・8 6.0 
ーーー

0 .1 32.0 9.0 96.る 。 24 6.7 
街験出 8-13 0.72 24 7.6 

0.7 32.1 8 .2 90.9 。 32 7.0 

0 .1 27.8 6.6 58.1 4 一 4.2 

申池 7-28 1.70 75 0.8 26.9 6.4 40.0 。 一 6.6 一

1.68 26.7 6.2 8.2 lょ 一 6.7 

この後の調査は各池の特色を把握すべく 50 rn屈の観測のみた行い相互に比較してみた。

芳 2表 水深 5O cmに お け る 水質調査結果

( 1 9 5 8) 

池 名
観 測

透明度 水温 pH  
酸素

昨 N 件 ll巧05 ~J; 
月日 飽和皮

月 日 C担Z ・c 司： m<J/7k3 m<J /m,3 m附 ;9{｛同
9-19 39 26-1 6.7 1.5 0 0 667 

松原池

11-5 30 16.5 6:7 11.6 3 6 325 6.6 2.9 

9-19 20 25.0 6-4 71.5 。 5 ~ 7.3 32.5 
坂口池

11-5 26 15. 1 6.8 83.4 。 Tr 44 6.2 13.0 

船尾池 9-19 37 25.6 7.8 1CE.7 。 。 ？ 91.8 
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酸

池 名 観測I透明度 水温 PH 政京
H午 N 叫 NIP即 K担n04 校脚角預額｜月日 包和皮

消貧富 携数

月 日 cm ac φ m~~~i m~+r ;~J ：.~々 尾／1.,

‘船尾池 11-5 32 16.0 8.1 99.3 104. 1 

御廟池 11-5 56 15.7 6.9 86.8 お5 78 6.1 ~ 
j 

10-2 63 20.3 6.0 26.5 。 Tr 211 4.6 

中池

11-4 ？？ 14.6 6.2 27.5 。 。 14 5.6 15.8 j 

10-2 37 20.4 6.7 47 .1 127 51 6.5 57.8 

12号也

11-4 33 15.8 6.7 106.5 7 1 7 87 6.5 8.0 
． 

考察

各池とも 3回しか観測出来ず、その生態は把握出来なかっTこが、 1・2表をあわせて考察

すると、夏期には各池ともお直に、上層部で植吻の同化作用が、一方底層で堆積有機物の分

解が盛んに行われている。池別に眺めると松原池、中池の状態が目につく。松原池は家庭下

水、食品工場及び牧場の排水を受け、その涜入口附近の池堤にはOscilla℃oriaが密生して

おれ底層水は硫化水素臭が甚しい。降雨後消入水が多くなると池水は携持され表層まで無

酸素に近くなる。？月 19日は降雨後 2日で、朝には放養魚が大量箆死した。可溶性燐の多

いのもそのためと思われる。中池は「ひし」が生え植物プラ γクト γが少なし、ので、溶存酸

素も少く pHの垂直変化は少なL、が、可容性燐の急激なfil的変化は持雲氏汚泥のj芋上の程度に

よるものであろう。御廟池は？月中旬排水して！ix拐げを行ったため水が全部入替り、そのた

め透明伎が大きく pHが低くなづ亡L、ると思われるが、 5E[rl様態蜜奈の多い原因は切らかで

ts:.し、。
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前記の測定値からも、府下の溜池には労~f~塩類が盟 ~'Jな池も多－いことは伺はれるが、或る

担額の急激な増減は溜池の複雑な生f患を物語っており、今後も引続いて調査を行う予定であ

る。

（担当 犬家正太郎 加藤喜久也）

r . 
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いか b むし駆除試験

いかりむし防除には最近東京大学の笠原氏がデイプテレツクスを用いて成功した方法があ

る。この方法は広い水面のために駆除に魚を取揚け．ることの出来ない時に便利であるが、変

形雌虫は影響を受けなし、。よってここでは魚を取掲げることの出来る場合を考・えて、変形雌

虫を全滅させることを目的とした。

方法

1 °loウレタ γ液で麻酔した群と麻酔しない群とを、デイプテレツクスの 2OD ppm、 500 

ppm、 1000ppm の液に3～5分浸潰したり、また直接原液（ 5 0争乳剤）をし、かりむ

しに塗って後、夫々直ちに涜水式水槽に放養した。

麻酔は智、査総疋の薄膜の徴動も停止するまで行い、涜水式は ）2号池（ 2600 1/lうより貯

水槽に適時自動的に揚水し、それより径 2・5cmのゴム管を用いサイフオγ式でガラス水

槽・に注水する方法をとった。

尚供試f!.tはあらかじめ前日乃至数日前l司也より取揚げて涜水式水制で飼育し、健全なもの

のみ実験に使用した。

結果

先づ 1'toウレタソ液で麻酔して、麻酔完了までの待問、呼吸停止時間、呼吸再開より正常

位回復迄の所要時間を調べるとともに（沖 1表）、デイプテレックスの 50、 100、 200 

500、 100Qppm の各温度液に直接供試漁を投入し、償位までの時間及び箆死までの時

間を測定した。 （沖2お

沖 1表 蘇酔実験の一例 （ポ且 27.0・0

籍魚 死凱｜！ %死率体長 体重 麻酔要完時了 呼時吸停止間 定常位回復
供魚 数試

所間 所要時 間

Clil fl 
1分4-4秒5 

足 尾
3.8 4.3・ 7.10 6.20 

4 . 1 5 . 5 14.40 3.-20 16.40 

lil白金 3.7 4.0 15.30 1 0. OD 13 • 1 0 也 1 3 

4.3 7 • 1 13.40 5・. oo 23-30 

陣 4. 2 !. s . s 12.50 2.40 16-00 
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一

体長 体重 庶酔要完時了 呼時吸停止 正常位回復 供 試
鎗魚 数死 鎚死率所間 /H] 所要時間j 魚数

一
C1ll i 分 f合 ？？ 秒 分 秒、 尾 尾 ヲも

3.2 3.3 16.55 14. 4 0 1 0. 1 0 

2.9 2. 0 11 • 5 0 15 20 7.50 

琉金 3. 1 2 . 1 1 4. 1 0 12.40 7.50 1 0 。 。
2.8 2.0 17.30 13. 4 0 25.50 

3.6 4.5 16. 40 1 7 . 3 0 1 3. 1 0 

3.4 2.2 22.50 8.45 7.25 

4.3 3 . 1 22.40 2.40 9-30 

和金 3.7 2.3 18.40 3.40 8.40 7 。ー 。
3.6 2.4 25-00 7.35 6.35 

3.3 2. 0 25-00 4.40 6.40 

6.2 7. 7 1 1 • 0 0 15.40 15.25 

6.8 7.4 9.40 11 . 50 7.40 

飽 6.7 10.5 17.30 14.40 7.40 8 3 38 

5.s 6.7 13.40 35.30 14. 2 0 

5.7 6.0 16.05 15°25 13.45 

~ァ 2 表 デイプテレックスによる致死実験
水温 27.4・c
※ 2 1 • 7・c

滋 度 魚積 体 長 体重 横位迄の時間 投入より箆死i告の時間

ppm CfJJ ? 分 分

5.4 6.4 2 8 6 7 

和金 3.3 1 . 6 3 8 7 3 

2. 9 1 • 3 3 0 7 0 

50 

7.0 11. 4 3 4 5 9 

鯉 6.4 s.2 1 5 4 0 

5.2 5. 7 2 5 1 2 3 

5.3 6.9 1 2 38 

和金 3.5 1 • 7 1 1 3 4 

2.4 1 . 2 1 4 2 1 

100 

7 • 1 11 • 5 7 2 6 

S里 6.4 I • 2 8 1 9 

5 • 1 .4. 3 8 2 2 
一一← 一一一一一
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漉 度 魚種 体 長

C13 
ppm, 

5.7 

200 

500 

1000 

pH  

：和金 3.5 

2.8 

6 7 

鰹 5.8 

5.0 

6 1 
盟 6目.7 

3 6 
出目金 3 •. 9 

和 金 3 5 

琉 企 4. 1 

5.2 
漣 5.7 

3.0 
出目金 3.8 

和金 3.7 

ーーーー，

琉金 ち.9 

50 ppm 

1 00 

200 

体重

i 
7.3 

1 . 6 

1 • 3 

8.8 

5 7 

3.4 

6. 7 

9. 0 

4.3 

5.8 

2 0 

4.7 

'4.4 

6.2 

3 2 

5.0 

3.0 

4.5 

7.0 

6.9 

6.8 

十

横位迄の時間 投入より発死迄の時間

分

4 

6 

8 

4 

4 

6 

分常

1. 0 0 

1. 1 0 

1.25 

1 . 1 0 

1. 1 0 

0. 3 0 

o.s0 

0.50 

0.50 

0. 5 O 

0. 3 o 

50 0 ppm 

1000 

水道水

分

7 

’1 1 

1 4 

1 2 

1 0 

1 0 

8 

2 3 

2 2 

2 2 

2 2 

24 

2 
F乙、

1 0 

6 

6 

1 2 

6 • 5 

6 . 1 

7 • 6 

対ア 1表からは、ウレタ γによる麻酔は可成り個体差がある上に、魚種間の差も認められる

ようである。

デイプテレツクスに対しては、高温度になるvこつれて；位迄の！時間ば短くなるが、 5さ応ζ

の時間は 200 ppmより 50 0 ppmの方が約 2倍長くなる。これは呼吸が早く乱れ弱まるた
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め奇の吸収が少〈、従って生存時間が長くなるものと忠われる。このことは目的とするデイ

プテレツクスの時品官谷に対して 1つの指針となると思われたので、 200、 500、 1000 

ppmに夫々 5～5分間魚を直樹史入してみた。 （沖5表）

対ァ 3表 温度別発死数放にいかりむし~－除状況

也A 度 魚種 供試魚 浸漬時間 鍔死数 いかりむしの状態

ppm 尾 分 尾
出白金 8 3 2 

包 8 3 
し、かりむしの籍死は

200 6尾寄生の内 1尾の
琉金 5 5 み

和金 3 3 。
出目金 5 。

寄生いかりむし
50 0 

琉企 6 5 5尾は全部脱落

出目金 4 3 4 寄生いかりむし
1000 

琉金 2 3 。 5尾は全部脱落

1) 実験期間は 6日間

2) 鎚死魚はその都度取揚げた

箆死が少しあるので、まず 1~ ウレタンで完全に疎酔させ、呼吸停止の出jに同じく 200、

500、 1000 ppmに5～5分出版入した。 （沖4表）

井 4表 麻酔後の温度別鑓死致並iこし、かりむし駆除状況

浪 度 魚槌 供試魚 浸演時間 鋳死数 し、かりむしの状態

ppm 足 分 尾
琉企 10 5 

いかりむしは 5尾寄

200 和金 1 0 3 。 生の内 1尾のみ鍔死

題 2 3 
水温 25.7・c

琉金 5 5 。 寄生数 13尾の内 10 
500 尾鎚死5尾生死不思

出目金 2 5 。 ガ温 19.&-aJ.9. 

琉金 3 3 寄生数 16尾の内 15 
1000 JH若死 1尾2生死不明

出目金 2 3 2 ポ昆 1. 7・c
実験期間は 6日間
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その結果、麻酔すれば 200、 500 p-pm では箆死数は減少したが、 2OD ppmで

5～5分間浸潰してもいかりむしには大した影響はなく、 500 p-pmが良いと思われた。

しかし大量処理には麻酔は不適当であるので、現在迄の結果からは直接 5DO ppm の液に

約5分品彼入する方法が望ましし、。

このほかデイプテレツクス原液（ 5O"P乳剤）を寄生しているいかりむしに準で塗附して

直ちに涜水式水槽に放してみたっこの場合塗った部分はい・づれも粘液は白色不透明となり、

原液が白陸に入ったためか、！Hlもなく出目金4尾は錯死した。残り 7尾の 5日後の状態は出

目金1尾鋒死、琉金・出目金各 1尾は極端に衰弱しており、活力旺盛なのは琉金・出目金各

2尾であった。そしてし、かりむしは、 1尾が錯死したまま体表についていたが、他は全部脱

落．し、寄生部の痕すら判明しなかった。

（担当 犬家正太郎）

金魚成長試験

魚の成長は密度が小さい程早く、また同一密度の時は面積の広い方が成長のよいことは既

に知られているが、金魚の場合は徒らに大きくすると商品価値のなくなることが多し、。即ち

適当に集約的に飼育することが必要となる。その目安を得る目的で県出目企を用いて予備的

な実験を行ったので報告する。

方法

昭和 33年 5月 18日ふ化した黒出目金 100,000尾を？？がのコ Yクリート池で 6月

5日迄飼育した。この一部を同一規模のコソクリート池に分殺して 25日後に取揚げ、計数

体重測定を行った。尚放養時の体重は 0.3～ 1. 0 tJであるo

飼育期間は6月6日から 7月1日までである。
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結果及び考察

実 是主 池 I Il 班 IV 

面 積 i 守.9 7/( 9.9 9.9 19. 8 

放養尾数 500 
尾

900 1,800 1,800 • 

1 ?Jt当りの尾数 50.5尾 90.9 181.8 90 •. 9 

取揚尾数 491 尾 780 1,308 1,425 

取揚重量 960 守 1,050 1 150 1,980 ， 
体重測定尾数 46 尾 36 so 60 

最大個体重量 3 • 5 <J 3.5 2.6 3.0 

最小個体重量 1 • 2 'J 0.6 0.7 o.s 

1尾平均重量 2. 0 fl 1 • 3 0.9 1 • 4 

標準偏差 0.56 0.57 0,43 0.53 

生 残 率 98.2 o,t, 86.7 7 2.7 79.2 

種苗養成事業の都合上7月 1日に実験を打切り E 成長の最も旺盛な 7• 8両月に亘って実

験が出来なくなったので、明確な結果を得ることが出来なかった。即ち密度の高い程成長が

抑制され、生残率も悪くなることは云えたが、目的とした好適な密度と面積の関係を把握す

るまでには至らなかった。

（担当 犬家正太郎）

活魚輸送試験

方法

沼和33年 10月28日2屯減 4輪車が配属されたので‘附属ビニーJレ水槽の収容能力を

調査する目的で輸送試験を行った。

水柑（士大きさ 56C沼× 1O ocm× 1 0 9C..Z= 0 . 6 1 711；＇でE Jlli気はミツショ γのギヤーに連

竺したェア－ ・::r：，，プレツサーで行うようになっているo活魚崎送に際しては、一定時間毎に
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水中の溶存酸素量を測定し‘且つ随時収容魚の観察を行った。

結果

1 .虹健輪送

この試験は石JI:0横尾川ぺの虹健の稚魚放流時の輸送に際して行づこものである。

実施日 1 1月 17日

供 試 魚

尾 数 4,000尾

1尾平均体長 8. 5 cm 

1尾平均体重 5. 73 <J-

1尾平均体積 4.651lr 

給送経過並に結果は次の返りである

水槽 A

観 測時)JJ

水 温

酸素飽和度

．水棺 B

1 0 0 0 尾収容

収容時刻

時分
11.00 13.00 10.泊

1s.f 15.5 15.5 

53会 69.4 67.4 

3,000 足収容

収容時現j

放 流時刻｜時分

放流尾数 尾

観測 時 刻 1摂3?f 11.00 11.40 12.0) 

* 1宣 15.~c 15.5 15.5 15.5 

pH  
7.0 6.9 

ぉf 39.7 39.9 

1 0時30分

1 0時30分

13.日

旬。

13.00 

15.5 

28.7 
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14.泊 15.10 

日刃 1000 

14.00 15.10 

15.5 15-5 

6.9 7 .1 

32.6 53.7 

16.15 

1000 

16.15 

14.7 

7.2 

65.6 



コγプレツサーの圧力は終始 2.5気圧に保っておいたが、この程度の通気で魚の廊上げ

は全然見られず、箆死魚31尾は駁時的損傷によるもののようであった。また吉見京岳はこ

の場合2,000尾収容では大した変化を示さないようであるが、魚を収容前にあらかじ

め通気して飽和しておくことが望ましし、。

2.飽翰送

虹主寺輸送では魚と水との笥ll比は 1:42.6 であったが、この試験では大面的送を目

的として、魚：水＝ 1 : 2 7とし、養魚場周辺で約 1時間半の給送を行った。

実

供

施

試

日

魚

尾

重

1尾平均体重

1尾平均体積

輸送結果は次の通りであるの

1 2月 16日

数

監

1,994尾

174. 9 Ki 

87.5 'l 

7511t: 

観測時ml 14時.50分 1 5. 1 0 15.30 1 5. 50 

水 1‘凪回 s.sc 9. 2 9.5 9.8 

pH  
6.4 

6. 7 

酸素飽和度 13. t 19 . 4 1 3 . 1 14. 3 
． 

収容nnの溶存酸素Eは測定することが出来なかっTこが、 2回目の 19. 41もは別とし

て大体 13～1 4φを保っているo 1 9・1争は魚を大量に入れたため水が均一にまざ

らず、不均一な状態になっ‘た~）§果とも考えられる。

この胃皮でも極端に弱った飼は 1尾もなく、また魚体相互の摩擦で鱗・表皮等に損傷

を受けた個体も見当らなかったロ

（担当 犬家正太郎 加藤存久也）
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水 田 利用 K よ る金魚養殖試験

水田養鰻は年々衰徴している。これは農薬撒布にも起因しているが盟は歩留りが悪く、又

単位而積当りの生産量が少いので殆んど農家の副収入にならないことが原因であろう。

金魚特tq口金は歩留りもよく単位商積当りの生産量数も多いので、需要の一定している都

市周辺においてはこれの水田養殖が有望であるから府下水田におけるその可否を試験した。

方法

比較的浸水及び皐ばつのおそれがなく、住居に近くて管理に便利な水田を選定して、府立

藍野農場及び各農家に田植終了時金魚養殖（和金毛仔）と稲作について試験を委託した。

結 果

｜管理者所在地

放養 密度 取揚

面積 稲作柄 尾弘 が当 考
氏名

尾数

府 立 ?or ~転7域:1 22瑳損
A 茨木市太田 普通 10,000 14.3 1, 1日 ． ー o. t2 

藍野農場 により制丈

B u u 700 』F 3,000 4.基 2,000 一 0.67 ナ シ
自サギ
飛来多し

寝屋川市
22号当重量」

C 前回米吉
木屋

300 ， 3,000 10.0 

.:: 2: I :-30 

ナ γ
ガよニり第仕吋怒ぐザ泣リ

一．
I 

u 1,500 11,000 7B 4 .36 （米ヌカ 2会理主翼
u 

1 0 により出l<

四条畷中~野 130 三ヰ毎2まtlifJり 2,500 19.2 2,000 ナ γru襲こ
、

F i鈴 木 実高槻市津 1,000 通 10,0〔日 10・0 4,COO 3 5 0・40 1 0 により制〈

L 
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E 地区以外は 9月下旬の落水期に取揚げたが、 1尾当り体重は 4～12 'I 平均 7'Iで需要

度の最も高い体重（ 3 i）を越品していた。

歩留り：まB地区の 0.67とE地区の 0.80 とが良好であったがも他は 9月26日の台風に

より水が畦を溢消して大部分の魚が逃逸した。

放養密度はE地区の 17Ir当り 19. 2尾が最大であったが生育も歩留も良好であった。

~ .D .Fは授餌を行ったので無投餌のB.c.E地区より重量は多いが歩留りは関係がない。

稲作柄はA・B • C・D ・F地区が普通作であったが、 E地区は下肥 l0荷を元肥として与

えて平年作が 45吻（ 3斗）のところ 60匂（ 4斗）の収獲があれ薬剤撒布を行わないのに

病虫害は皆無であったo 又平年4回の除草作業が必要であるのに芳 1回目（ 7月初句）の除草

を行っただけだった。

考察

{ 1) 放養尾数は 1lJt当り 20尾までは可能である。

{2）投餌量は生産重量に関連するが、 1尾当り 3'I' （需要が最も多い大きさ）に生育せしめ

るには殆んど天然餌料だけにして、放養密度が多くなれば補足的に人工僻桝を与える程度

で良いだろう。

(3）歩留りは放養密度が 1担当り 20尾までの場合は 60～801.,であるが‘出水による逃
目十‘

逸を防ぐために畦鮮を高く頭丈にしなければならなし、。

{4）害敵としてはシラサギ、ザリガニに注意しなければならなし、0 • 

(5）養魚成績が良ければ‘稲作柄も通常よりも良く るだろう。特に病虫害の予防及び除草

に効果があるようである。

（担当川村更生）
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